
第四章一五年戦争下の神戸

昭和13年の水答（三宮駅付近）

第一節経済の発展と国際海港都市神戸の形成

第二節都市政治構造の変容と再編

第三節都市社会矛屈の顕在化

第四節戦時支配体制の確立

第五節戦等！への国民動員と敗戦



第
一
節

経
済
の
発
展
と
国
際
梅
港
都
市
神
一
戸
の
形
成

1 

昭
和
恐
慌
と
神
戸
経
済

慢
性
不
況
下

の
神
戸
経
済

九一一

0
年
代
の
資
本
主
義
肢
界
は
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
が
複
輿
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、

い
わ
ゆ
る
つ
相
対
的
安
定
期
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
次
位
界
大

戦
期
に
急
激
に
膨
張
し
た
日
本
経
済
は
、
戦
争
が
終
わ
る
と
そ
の
好
況
も
長
く
は
続
か
ず
、
慢
性
的
な
経
済
不
況
に
直
而
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
正
九
（
一
九
一
一

O
）
年
に
入
る
と
物
価
は
下
落
し
、
銀
行
の
取
り
付
け
や
企
業
の
倒
産
が
続
出

し
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
恐
協
が
発
生
し
た
が
、
こ
れ
は

九
二

0
年
代
の
日
本
経
済
の
混
迷
の
前
触
れ
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

大
正
十

年
に
は
会
関
的
な
銀
行
の
取
り
付
け
事
件
が
起
こ
り
、
翌
十
二
年
に
は
関
東
大
震
災
で
京
浜
地
域
が
大
打
撃
を
受
け

た
結
果
、
震
災
恐
慌
が
発
生
し
た
。
こ
う
し
た
う
ち
続
く
恐
慌
に
、
政
府
は
日
本
銀
行
や
臼
本
興
業
銀
行
な
ど
特
殊
銀
行
の
数

済
融
資
を
基
調
と
し
て
経
済
の
立
て
直
し
を
関
っ
た
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
大
戦
中
に
「
水
ぶ
く
れ
L

し
た
日
本
経
済
の
構
造

を
そ
の
ま
ま
持
続
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
企
業
整
理
・
合
理
化
の
課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
貿

易
に
お
い
て
も
入
超
に
よ
る
貿
易
の
不
均
衡
が
恒
常
化
し
、
そ
れ
は
ま
た
、
為
替
の
低
落
や
動
揺
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
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貿
易
不
振
を
助
長
し
た
。

こ
う
し
た
慢
性
的
不
況
の
も
と
で
昭
和
ニ
（
一
九
二
七
）
年
に
入
る
と
、
震
災
手
形
の
処
理
問
題
を
直
接
的
契
機
と
し
て
金
融

恐
琉
の
発
生
を
み
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
河
年
一
一
一
月
の
帝
国
議
会
に
お
け
る
片
開
高
温
蔵
相
の

は
、
思
慌
の

導
火
線
と
な
る
に
一
会
り
、
銀
行
の
倒
産
が
相
次
い
だ
。
な
か
で
も
台
湾
銀
行
と
鈴
木
弱
自
の
癒
着
が
は
っ
き
り
し
、
台
湾
銀
行

の
窮
状
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
政
府
は
同
行
の
鈴
木
z
制
時
へ
の
新
規
貸
出
を
禁
止
し
た
。
そ
の
結
果
、
金
一
倒
的
後
ろ
盾
を
失
つ

た
鈴
木
商
店
は
四
月
五
日
に
一
切
の
取
引
を
停
止
し
、
事
実
上
倒
産
し
た
。
そ
し
て
台
湾
銀
行
も
政
府
の
緊
急
勅
令
に
よ
る
日

銀
か
ら
の
特
別
融
資
に
よ
る
救
済
策
が
枢
密
読
で
否
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
休
業
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

経済の発－膝と函i深海港都市神戸の形成

と
同
時
に
、
関
西
の
有
力
銀
行
で
あ
っ
た
近
江
銀
仔
も
取
り
付
け
に
あ
い
、
休
業
し
た
。
こ
の
有
力
ニ
銀
行
の
休
業
は
金
融
界

に
深
灘
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
全
国
的
な
銀
行
取
り
付
け
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
戦
後
恐
龍
か
ら
金
融
恐
慌
に
い
た
る
慢
性
的
な
経
済
不
況
は
神
戸
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
神
戸
商
工
会
議
所
が
編
纂
し
た
吋
神
戸
商
工
清
勢
」
（
昭
和
四
年
）
は
、

こ
の
時
期
の
神
戸
経
済
の
状
況
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
正
九
年
の
初
中
将
急
激
な
る
財
界
反
動
に
遭
遇
し
、
各
製
品
を
通
じ
何
れ
も
一
一
割
乃
五
六
割
方
の
急
落
、
な
演
じ
、
金
融
業

の
警
戒
は
益
々
厳
を
加
へ
、
こ
こ
に
金
融
梗
塞
の
状
態
を
史
し
各
工
場
斉
し
く
金
融
難
に
陥
っ
た
。
即
ち
、
原
料
買
約

に
依
る
損
失
、
製
品
の
不
売
れ
等
に
て
勢
ひ
休
業
の
止
む
な
き
に
至
れ
る
工
場
が
続
出
し
た
。

か
く
し
て
一
般
物
錨
の
低

第一節

落
と
共
に
不
景
気
は
愈
々
深
刻
化
し
失
業
者
の
続
出
に
依
り
労
賃
問
題
は
益
々
八
釜
蚊
く
な
っ
た
。
（
略
）
殊
に
特
筆
す
ベ

き
は
大
正
十
年
七
月
に
於
け
る
川
崎
、
一
一
一
菱
商
工
場
の
労
働
争
議
で
あ
る
。
其
の
参
加
せ
る
職
工
一
一
一
万
人
を
越
え
、
其
の
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で
ち
っ
二
十
り
で
な
く
、

寸、

J
ρ
w
ナ
L
Z日
可

、

品

／

間
に
於
け
る
関
係
工
場
は
造
船
註
文
の
手
控
へ
或
は
修
繕
船
舶
の
入
港
減
、
出
入
人
夫
の
悶
惑
山
や
よ
り
米
る
損
失
の
英
大

一
般
市
民
の
不
安
と
迷
惑
は
砂
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
爾
来

般
工
業
界
別
け
て
も
造
船
、

鉄
工
業
に
は
整
斑
を
要
す
る
も
の
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
何
れ
も
設
備
の
運
用
と
職
工
維
持
に
汲
々
た
る
観
が
あ
っ

両

－

o

み
れ叉

我
が
神
戸
市
の
伝
統
的
工
業
で
あ
る
燐
寸
事
業
は
従
来
唯
一
の
市
場
で
あ
っ
た
支
那
に
於
て
斯
業
の
発
達
と
共
に
漸
く

輸
出
減
退
を
辿
れ
る
折
柄
、
戦
後
外
国
燐
寸
の
勃
興
に
依
っ
て
影

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

州
都
を
受
け
、
遂
に
当
地
日
本
燐
寸
製
造
会
社
は
瑞
典
系
の
投
資
をスエ

容
る
る
運
び
と
な
っ
た
。
か
く
て
陀
界
生
産
額
の
四
分
ノ
一
、
蘇

ズ商
以
東
の
販
路
独
占
を
以
て
誇
り
し
我
が
燐
寸
工
業
も
漸
く
其
の

出
ル
を
薄
う
す
る
に
奈
っ
た
。
（
時
）

越
え
て
昨
明
和
二

於
け
る
未
曽
有
の
金
融
恐
慌
に
際
し
、
端

な
く
も
窮
状
を
券
崩
せ
る
川
崎
造
船
所
の
事
業
整
盟
は
、
取
り
閉
山

社
の
み
な
ら
ず
直
接
関
抜
下
請
負
工
業
に
も
甚
大
な
る
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
夫
れ
と
何
時
に
鈴
木
尚
店
の
破
粧
は
之
亦
同
施
系
傍
系

の
諮
工
場
に
悶
掛
か
｝
及
ぼ
し
我
が
神
戸
工
業
界
に
砂
か
ら
ざ
る
動
焔

を
来
た
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
民
災
手
形
の
処
恕
を
動
悶
と
し
て
発
生
し
た
金
融
恐
慌
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は
、
神
戸
経
済
に
も
大
き
な
打
脚
本
な
与
え
た
。
す
で
に
戦
後
恐
罷
や
一
山
災
恐
慌
で
打
撃
を
受
け
て
い
た
鈴
木
商
店
は
倒
産
に

い
込
ま
れ
、
昭
和
二
年
間
月
八
日
に
は
、
鈴
木
商
店
が
大
株
主
で
あ
っ
た
六
十
五
銀
行
も
休
業
し
た
。

ま
た
、
神
戸
製
鋼
所
も

そ
の
余
波
を
受
け
て
、
六

O
O万
円
の
負
債
を
背
負
い
資
本
金
を
学
績
に
削
減
す
る
な
ど
緊
縮
方
針
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

さ
ら
に
問
月
二
十
一
日
に
は
十
五
銀
行
が
休
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
十
冗
銀
行
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た

川
崎
造
船
所
の
金
融
難
と
経
営
危
機
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

神
戸
経
済
の

の
中
心
を
な
し
て
い
た
造
船
業
を

一
方
で
担
っ
て
い
た
川
崎
造
船
所
の
経
営
危
機
は
、

従
業
員
約
一
万
二
千
人
、

家
族
な
ど
合
め
る
と
約
六
万
人
に
及
ぶ
人
々

（
当
時
の
神
戸
市
人
口
の
約
一

Oμ
）
の
生
活
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
神
戸
市
に
と
っ
て
も
兎
大
な
社
会
問
題
と
な
る
に

経済の発展と間際詳iJ滋都市神戸の形成

一
会
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
神
戸
市
で
は
昭
和
三
年
九
月
の
市
会
で
一
一
一

0
0万
円
に
及
ぶ
特
別
融
資
を
行
う
こ
と
を
決
定
し

た
。
神
戸
市
が
一
企
業
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
巨
綴
な
融
資
を
行
う
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

金
融
恐
慌
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
神
戸
経
済
の
混
迷
は
、
神
戸
経
済
の
特
徴
を
な
し
て
い
た
中
小
工
業
に
も
大
き
な
打
撃
を
ト
ナ

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
昭
和
二
年
ニ
訳
本
リ
財
界
ノ
不
況
深
鶏
ヲ
瓶
メ
、
其
ノ
結
果
、
中
小
工
場
ノ
閉
鎖
ス
ル
モ
ノ
相
腫
デ
起

リ
、
昭
和
一
一
一
年
中
ニ
於
テ
モ
引
続
キ
好
転
ヲ
見
ズ
シ
テ
推
移
シ
夕
刊
ソ
〕
（
神
戸
市
役
所
商
工
隷
吋
神
戸
市
商
工
要
覧
』
昭
和
五
年
刊
行
）

と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
金
融
恐
慌
以
降
我
が
悶
の
貿
易
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
が
、
神
戸
市
に
お
い
て
も
貿
易
額
は
激
減
を
み
た
。
と
く

に
神
戸
で
は
横
浜
の
毘
災
恐
境
か
ら
の
復
興
と
中
聞
に
お
け
る
日
貨
排
斥
運
動
が
起
こ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
傾
向
は

そ
う
顕

第一節

放
ね
円
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
輸
出
量
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
一
一

五
年
に
は
九

の
一
三
七
万
ト
ン
が
凶
年
に
は
一

O
ニ
万
ト
ン
、

八
万
ト
ン
、
六
年
に
は
八
八
万
ト
ン
へ
と
急
減
し
た
。
内
国
貿
易
金
額
の
減
少
は
さ
ら
に
目
立
っ
た
。
移
出
は
四
年
の
六
億
五
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四
四
五
万
円
か
ら
六
年
に
は

へ
と
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

六
O
四
万
円
に
減
少
し
、
移
入
も
同
時
期
五
億
四

O
四
一
万
円
か
ら
二
億
四
二
九
四
万
円

さ
ら
に
金
融
恐
慌
以
降
の
こ
の
よ
う
な
神
戸
経
済
の
沈
滞
は
、
神
戸
市
財
政
に
も
影
響
し
、
昭
和
二
年
を
契
機
に
歳
入
は
減

少
し
、
六
年
の
歳
入
は
二
年
の
六
一
一
・
五
%
台
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
恐
慌

の
影
響

問
中
政
友
会
内
閣
が
接
作
課
事
件
に
よ
っ
て
辞
職
し
た
後
の
昭
和
四
年
七
月
、
民
政
党
の
浜
口
内
閣
が
成
立
し

た
。
浜
口
内
閣
は
っ
十
大
政
綱
」
を
掲
げ
た
が
、
そ
の
中
心
は
経
済
政
策
で
あ
り
、
「
財
政
の
整
理
緊
縮
」
「
非

募
債
及
び
減
債
L

「
金
輸
出
解
禁
L

政
策
の
実
施
を
打
ち
出
し
た
。

な
か
で
も
金
解
禁
政
策
は
井
上
地
中
之
助
蔵
相
の
も
と
で
、

内
閲
の
命
運
な
賭
け
た
経
済
再
建
の
た
め
の
最
重
要
政
策
と
さ
れ
た
。
井
上
は
そ
の
準
備
と
し
て
経
費
の
節
約
、
非
募
債
主
義
、

官
吏
の
減
俸
を
実
行
し
た
。
徹
底
し
た
緊
縮
政
策
に
よ
っ
て
物
倒
を
下
げ
、
生
E

肢
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
、
産
業
の
整
理
と
合

理
化
を
実
施
し
て
、
国
際
競
争
力
を
つ
け
、
貿
易
の
収
支
を
均
衡
さ
せ
る
と
い
う
の
が
井
上
の
狙
い
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
昭

99. 2 

86.9 

65.8 

58.3 

51. 9 

97.4 

62. 5 

10 

870 

67,376 

41, 442 

91,089 

82, 164 

99 

89 

859 

62,073 

36, 737 

79,060 

79, 154 

98 

79 

9 

51. 1 600 543 

84.2 

90.3 

株
式
の
崩
落
を
契
機
に
発
生
し
た
佐
界
恐
慌
と
わ
が
国
の
経
済

和
五
年
一
月
十
一
日
を
期
し
て
金
解
禁
が
断
行
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
金
解
禁
政
策
は
予
想
に
反
し
て
景
気
の
間

復
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
正
貨
の
急
激
な
閣
外
流
出

105. 15 

2.02 

:O,l!.：！コ
＂＂＇＇山。
価絡を蕊慾とする。

と
物
倒
の
急
激
な
下
落
に
よ
り
、
不
況
は
む
し
ろ
深
刻
の
度
を

126.33 

1. 95 

加
え
た
。
そ
の
原
因
は
昭
和
問
年
十
月
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
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絞済の発展と悶l際海港者ffl市神戸の形成第一節

昭和初期の神戸経済諸指標表 182

8 

833 

55,307 

31, 774 

65,053 

64, 112 

98 

70 

858 

48,227 

24,529 

49,930 

53 564 

83 

70 

6 

862 

48,428 

22,440 

40,901 

45, 773 

75 

64 

5 

896 

51, 097 

33,503 

52,317 

56,364 

89 

89 

4 

869 

55, 702 

34,084 

70, 189 

88,233 

77 

100 

3 

430 

51,555 

27,306 

63, 141 

87,873 

79 

102 

昭和2

406 

49,313 

26, 131 

70, 572 

96,619 

80 

116 

465 352 318 445 622 625 607 

97.36 119.98 

工場数

理主 工 数

生産額

輸出額

ili{!tr 入額

卸売物価指数

小売物知Ii指数
（白米）

手形交換高

長期売寅株式
1株乎均価格

労働食金1日平均

123.37 102.21 81. 93 71. 42 97.44 

1. 98 

(fl:) 隊式 1 総平均価格および労働i~金 1 日平均のI L伎は内，その他のs!:o11訴は手形交換おを含め万円佼まで
卸売物係指数はi昭和4年以前は大正9年 7月の平均俗絡を基準とし，それ以降はllll'fU4年12,FJの平均

小売物倒指数（白米）は昭事l4主手の平均価上与を1lit¥!Iとする。

資料：匂fl戸市［統計＊・

1. 78 1. 86 1. 97 2.06 2.04 2.06 

力
の
脆
弱
さ
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
わ
が
国
は
の
ち
に
昭
和
恐

慌
と
い
わ
れ
る
未
曽
有
の
経
済
不
況
に
襲
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
支
慌
を
取
っ
て
民
政
党
内
問
が
退
陣
し
た

後
、
昭
年
六
年
十
二
月
に
政
友
会
の
犬
養
内
閣
が
成
立
し
た
。

高
橋
是
清
蔵
相
は
直
ち
に
金
輸
出
再
禁
止
を
実
行
し
、
こ
れ
に

か
わ
る
公
位
発
行
を
軸
と
す
る
財
政
イ
ン
フ
レ
政
策
を
実
施
し

た
。
こ
の
高
橋
財
政
は
悶
年
九
月
に
勃
発
し
た
満
州
事
変
と
あ

い
ま
っ
て
、

日
本
経
済
の
箪
需
イ
ン
フ
レ
化
を
加
速
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
昭
和
恐
慌
は
神
戸
経
済
に
い
か
な
る

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い

て
次
に
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
表
出
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
昭
和
恐
慌
を
挟
む
部

後
の
時
期
に
お
け
る
神
戸
市
の
経
済
諸
指
標
を
『
神
戸
市
統
計

か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
ら
か
な
よ
う
に
工
場

数
、
職
工
数
と
労
働
賃
金
を
除
く
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、

昭
和
六
年
が
最
低
の
数
値
を
示
し
て
い
る
。
全
国
的
な
動
向
と
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問
機
に
、
こ
の
年
に
神
戸
経
済
へ
の
昭
和
恐
慌
の
影
響
が
最
も
強
く
現
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
く
に
昭
和
恐
慌
の
発
生
す
る
前
年
の
附
和
四
年
に
比
べ
て
、

工
業
生
成
徳
と
輸
出
入
額
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、
神
戸
経

済
へ
の
恐
慌
の
打
撃
の
深
刻
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

貿
易
の
動
向
に
つ
い
て
は
後
に
み
る
の
で
、
こ
こ
で
は
工
場
数
・
職
工
数
と
工
業
生
産
相
似
の
推
移
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て

お
こ
う
。

工
場
数
に
つ
い
て
は
、
染
織
工
業
（
昭
和
五
年
以
降
の
分
類
で
は
、
紡
織
工
業
）
、

機
械
器
具
工
業
（
同
じ
く
、
金
属
工
業
・

機
械
器
具
工
業
）
、

化
学
工
業
（
同
じ
く
、
窯
業
・
化
学
工
業
）
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
神
戸
市
の
基
幹
産
業
に
お
い
て
い
ず
れ
も
昭
和

ハ
年
の
工
場
数
が
ボ
ト
ム
（
底
）
を
示
し
て
い
た
。

職
工
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
も
っ
と
も
職
工
数
の
多
い
機
械
器
具
工
業
で
は
、
昭
和
六
年
の
職
工
数
は
ニ
万

七
八
七
人
で

ボ
ト
ム
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は
昭
和
四
年
の
七
九
%
で
あ
る
。
染
織
工
業
と
化
学
工
業
の
ボ
ト
ム
は
五
年
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
一

L
レ
い
い
＼
＼
、

J

ノ
戸
一
ノ
ー
ノ

間
年
の
六
七
%
、
九
O
%
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。
そ
の
ほ
か
製
材
及
木
製
品
工
業
、

一
万
一
三
九
O
人
で
あ
り
、

印
刷
及
製
本
業
、
そ
の
他
の
工
業
を
含
む
雑
工
業
は
、
七
年
が
工
場
数
に
お
い
て
二
八

、
職
工
数
に
お
い
て
山
二
八
二
人
を

示
し
て
ボ
ト
ム
な
な
し
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
四
年
の
九
五
%
、
七
五
%
）
。

次
に
工
業
生
産
額
に
つ
い
て
み
る
と
、
染
織
工
業
、
機
械
器
具
工
業
、
化
学
工
業
、
飲
食
物
工
業
は
と
も
に
昭
和
六
年
が
ボ

ト
ム
を
な
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
一
二
九
万
円
（
凶
年
の
五
四
・
O
M
沖
）
、

九
五
六
六
万
円
（
同
七
回
・
三
%
）
、

四
七
閉

O
万
円

（
同
七
一
ニ
・
六
M
）、

万
円
（
間
五
一
・
O
ゲ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
雑
工
業
と
特
別
工
業
（
瓦
斯
及
電
気
業
）
は
昭

四
六
七

和
七
年
が
ボ
ト
ム
で
、
そ
れ
ぞ
れ

八
五
万
円
（
四
年
の
七
0
・七ゲ月）、

五
一
一
八
万
円
（
同
八
四
・
三
%
）
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
さ
ら
に
各
工
業
分
野
の
主
要
産
業
に
つ
い
て
昭
和
四
年
に
対
す
る
昭
和
六
年
の
割
合
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
染
織
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の
う
ち
、
綿
織
物
（
金
巾
）
は
問
九
・
六
%
、
染
色
は
八
コ
了
六
%
、

メ
ジ
ヤ
ス
は
五
七
・
一
%
で
あ
り
（
六
年
の
生
産
額
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
一
二

O
万円、

一
六
八
万
円
、
一
一
四
万
円
）
、
綿
織
物
の
落
ち
込
み
が
と
く
に
大
き
い
。
次
に
機
械
器
具

の
う
ち
、

阿
は
五
一
ニ
・
一

一
一
%
で
（
同
じ
く
、
七
六
一
一
一
万
円
、

%
、
船
舶
は
五
一
・
一
一
一
%
、
諸
機
械
は
間
九
・
四
%
、
雑
金
属
は

二一

O
四
万
向
、

一
五
九
二
万
円
、
五
O
六
四
万
円
）
、
雑
金
属
以
外
は
六

O
M
m
を
は
る
か
に
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
化
学

工
業
で
は
、
ゴ
ム
は
八
0
・
凶
%
、
樟
脳
は
九
0
・
七
%
、
製
油
は
六
0
・
0
%
、

γ

ッ
チ
は
四
0
・
五
%
で
（
同
じ
く
、
二
四

二
七
万
円
、
六
九
六
万
円
、
五
六
四
万
円
、

一
五
六
万
円
）
、
と
く
に
マ
ッ
チ
の
落
ち
込
み
が
激
し
い
。

ま
た
、
物
価
に
つ
い
て
も
卸
売
物
価
、
小
売
物
価
と
も
に
昭
和
六
年
が
最
低
を
示
し
て
お
り
、
と
く
に
小
売
物
価
は
四
年
の

経済の発渓と!'lilll祭海港都市神戸の形成

六
一
了
五
%
に
ま
で
下
落
し
て
い
る
。
さ
ら
に
労
働
賃
金
は
七
年
が
ボ
ト
ム
で
あ
り
、
労
働
者
の
生
活
を
も
昭
和
恐
龍
は
直
撃

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
神
戸
市
の
経
済
は
昭
和
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
恐
慌
の
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
と
く
に
基
幹
産
業

が
恐
需
の
あ
お
り
を
も
ろ
に
被
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
昭
和
四
年
秋
ノ
位
界
経
済
恐
慌
以
米
不
況
ハ
深
刻
ノ
度
ヲ
加
へ
産

ハ
萎
騨
沈
滞
シ
テ
、
貨
物
ノ
流
通
ヲ
妨
ゲ
貿
易
叉
振
ハ
ズ
港
湾
都
市
我
ガ
神
戸
工
業
ノ
実
絞
モ
依
然
頚
勢
ヲ
持
続
」
（
『
神
戸
市

商
工
姿
覧
』
昭
和
十
一
年
版
）
す
る
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
六
年
を
中
心
に
昭
和
恐
慌
の
打
撃
を
受
け
た
神
戸
経
済
も
、
同
年
末
の
犬
養
内
閣
に
よ

恐
慌
か
ら

の
脱
出

る
金
輸
出
再
禁
止
、
そ
れ
に
続
く
高
橋
蔵
相
に
よ
る
財
政
イ
ン
フ
レ
政
策
、
さ
ら
に
は
開
年
九
月
に
勃
発
し
た

第一節

満
州
率
変
を
契
機
と
す
る
耳
需
景
気
の
展
開
等
の
な
か
で
、
急
速
に
恐
慌
か
ら
の
回
復
基
調
に
転
換
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た

（
表
出
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、

「
昭
和
七
年
下
半
期
ヨ
リ
顕
著
ナ
景
気
回
複
ノ
情
勢
ヲ
示
シ
其
ノ
歩
謂
ヲ
持
続
シ
ツ
ツ
ア
ツ
タ
工
業

近代・現代歴史講話lV693 



界
ハ
、
九
年
ニ
入
ツ
テ
モ
依
然
好
調
襖
一
一
終
始
シ
タ
。
ム
マ
昭
和
九
年
ノ
木
市
工
業
界
ヅ
工
場
統
計
ヲ
通
ジ
テ
離
観
ス
ル
一
一
、

産
額
二
一
一
六
七
、
一
一
一
七

O
千
円
デ
前
年
ノ

七
、
七
四

O
千
円
ニ
比
ス
レ
パ
四
九
、
六
一
一
一

O
千
円
（
一
五
%
）
ノ
増
加
ヲ
一
部
シ
、

立
ツ
木
市
最
高
工
産
額
タ
ル
景
気
ノ
市
以
上
大
正
八
年
ノ
一
一
一
九
九
、

五一一一

O
千
円
ニ
一
次
グ
工
産
額
ヲ
一
部
ス
一
一
至
ツ
タ
コ
ト
ハ
注
日

ス
ベ
キ
デ
ア
ル
。
神
戸
港
ヲ
有
ス
ル
木
市
ガ
、
貿
易
発
展
ノ
波
ニ
乗
ジ
テ
生
産
ノ
増
大
ヲ
爾
シ
タ
ト
向
時
－
一
軍
需
景
気
一
一
因
ル

昭
和
十
工
業
ノ
繁
忙
ガ
コ
ノ
結
果
ニ
至
大
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ハ
今
更
賛
言
ヲ
要
シ
ナ
イ
ト
コ
ロ
デ
ア
ル
。
」
（
『
神
戸
市
商
工
要
覧
』

年
版
）
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
神
戸
経
済
は
基
幹
産
業
部
門
に
お
い
て
す
で
に
昭
和
七
年
か
ら
工
業
生
産
額
が
回

復
基
調
に
あ
り
、
貿
易
相
似
も
同
様
で
あ
っ
た
。
恐
慌
か
ら
の
脱
出
が
急
速
に
進
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
お
よ
び
大
洋
州
貿
易
の
発
展
と
箪
需
景
気
に
あ
っ
た
。

( 5人以上）

重
化
学
工
業

化
の
進
展

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
神
戸
経
済
の
昭
和
恐
慌
か
ら
の
閤
復
は
、
同
時
に
神
戸
経
済
の
重
化
学
工
業
化
の
伸

燥
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
七
年
末
の
段
階
の
神
戸
市
経
済
の
実
態
を
調
査
し
て
い
る
『
神
戸
市
工
業
調
査
書
』

昭和9

内
23, 120, 580 

113, 716, 985 

93,066, 302 

815, 125 

56,801,933 

4, 280,259 

3,440,249 

51, 965, 621 

5, 614, 277 

14, 557 994 

円
21,899,444 

85,636,358 

76,857,477 

553,902 

51,344,519 

3,569, 178 

3, 735, 765 

54, 160,850 

4,919,626 

15,065, 740 

昭和8

は
そ
の
つ
む
す
び
し
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

367,379,325 

、

〉

O

L
Z

’一
本
市
工
業
の
主
要
な
る
も
の
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
機
械
工

菜
、
金
属
工
業
、
化
学
工
業
、
食
料
品
工
業
等
で
あ
る
が
、
こ

317, 742,859 

の
内
機
械
工
業
と
化
学
工
業
は
本
市
工
業
部
門
中
二
大
大
関
と

も
謂
ふ
べ
き
池
位
を
占
め
て
ゐ
る
と
同
時
に
亦
本
市
工
業
の
有

す
る
特
色
で
あ
る
と
も
謂
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
機
械
工
業
中
主 二仁
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経済の発践と国際海港都子打者jl戸の形成第一節

市内工場工産移i累年比較表表 183

i昭和7

l'l 
15,438,057 

53,625,894 

54,559,869 

411, 156 

46,030,050 

3,259,628 

3,577,368 

52,382,395 

4 550 494 

11,457,458 

昭和6

［可
15,382,171 

50,609,428 

45,612, 269 

193, 131 

40, 797,819 

2,995,487 

4,828,951 

47, 277, 772 

5,287,027 

12,523,927 

昭和5

Pl 
15,257,201 

65,931,270 

67, 778, 586 

314,638 

50,651,404 

4,025,488 

5,953,446 

52, 211, 948 

5,279, 793 

11, 038, 575 

昭和4

F'J 
26,814,495 

51,626, 540 

77,878,348 

857,349 

61,362,440 

5,275,610 

6,286,001 

62,819,943 

5,932,620 

13,387,117 

紡織工業

金脇工業

機械探兵工業

窯 業

化学工業

製*1・及木製品工業
印刷i及製本業
食料品工業

ガス及沼気楽

その他工業

7)1] 業

245,292,369 225, 507,982 278,442,349 312, 240,463 ’い
B
E

三一一符

要
な
る
も
の
は
造
船
、
造
機
、
飛
行
機
及
取
轍
製
作
等
で
其
の

多
く
は
所
謂
重
工
業
に
属
し
、
我
国
防
上
緩
め
て
重
要
な
る
池

位
に
畏
か
れ
て
ゐ
る
。
之
等
の
多
く
は
相
当
以
前
よ
り
発
達
し

枇
界
に
誇
る
べ
き
技
術
を
有
し
、
大
焼
棋
の
設
備
を
必
要
と
す

る
関
係
上
何
れ
も
区
大
な
る
資
本
を
抱
擁
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

化
学
工
業
の
中
そ
の
王
座
を
占
め
て
ゐ
る
も
の
は
侭
と
謂
つ

イ
」
北
山
口
ゴ
ム

で
、
そ
の
急
速
な
躍
進
を
と
げ
た
こ
と
は
木
市

工
業
中
自
眉
と
諮
ふ
べ
き
で
あ
る
。
ゴ
ム
工
業
の
範
囲
は
級
め

て
広
汎
に
渉
り
そ
の
製
品
の
如
き
も
近
来
余
程
高
度
化
し
欧
米

の
そ
れ
に
比
一
周
一
す
べ
き
も
の
も
あ
る
が
、
概
し
て
是
亦
幼
敢
の

資料： r神戸市商工芸~f；！＇.，昭和十年版

域
を
免
れ
な
い
。
一
一
に
燐
寸
工
業
は
本
市
に
於
て
最
も
古
い
歴

史
と
発
達
を
有
す
る
工
業
で
は
あ
る
が
、
久
し
く
不
掠
の
域
を

脱
し
得
な
い
現
情
で
あ
る
。

」
こ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
時
の
神
戸
経
済
の
「
ニ
大
大

関
」
は
機
械
工
業
と
化
学
工
業
で
あ
り
、
前
者
の
中
心
は
造
船
、
造

機
、
飛
行
機
お
よ
び
率
綿
製
作
工
業
で
あ
り
、
後
者
は
ゴ
ム
工
業
と

マ
ッ
チ
工
業
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
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表
問
は
昭
和
明
年
か
ら
九
年
の
伺
に
お
け
る
神
戸
市
内
の
工
場
工
産
額
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
昭
和
九

年
の
特
徴
に
つ
い
て
昭
和
十
一
年
版
『
神
戸
市
商
工
要
覧
』
は
、

「
活
況
ヲ
口
語
ス
ル
昭
和
九
年
度
ノ
工
業
界
ニ
付
テ
先
ツ
工
産

額
ヲ
見
ル
ニ
、
総
工
産
額
二
一
一
六
七
、
一
一
一
七
九
千
円
デ
前
年
ノ

二
七
、
七
四
一
一
千
円
ニ
比
ス
ル
ト
四
九
、
六
一
一
一
七
千
円
（

五
%
）
ノ
増
加
デ
ア
ル
。

同
年
九
月
阪
神
地
方
ヲ
襲
ヘ
ル
風
水
害
一
一
モ
拘
ラ
ズ
、
重
工
業
界
ノ
飛
躍
ガ
以
上
ノ
工
産
額
ヲ
生
ム

一
五
ツ
タ
コ
ト
ハ
前
説
ノ
通
リ
デ
ア
ル
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
重
工
業
界
ノ
飛
躍
」
こ
そ
が
工
度
額
の
増
大
を
も
た
ら
し
た

原
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

は
工
場
数
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
九
年
末
ニ
於
テ
、
職
工
五
人
以
上
ヲ
使
用
ス
ル
工
場
数
ハ
八
五
九
デ
、
前
年
度
ヨ
リ
二
六
工
場
合
一
%
）
増
加
シ
タ
。

之
ハ
軍
需
景
気
ニ
基
ク
金
属
工
業
及
機
械
探
具
工
場
ノ
増
加
ガ

ナ
ル
原
悶
デ
ア
ル
。

之
ヲ
工
業
別
ニ
シ
テ
見
ル
ト
紡
織
工
業
四
六
、
金
属
工
業
七

、
機
械
器
具
工
業
一
五
六
、
域
一
一
…
業
問
、
化
学
工
業
一
五

七
、
製
材
及
木
製
品
工
業
七
一
一
、
印
脳
及
製
本
業
七
一
一
、
食
料
口
問

瓦
斯
及
電
気
業
四
、
其
他
工
業
一
四
回

デ
ア
ツ
テ
、
化
学
工
業
ト
機
械
器
具
工
業
ガ
ソ
ノ
首
位
ヲ
争
ツ
テ
イ
ル
。
而
モ
化
学
工
業
ノ
中
過
半
ヲ
占
メ
テ
ヰ
ル
モ
ノ

ハ
護
誤
工
業
ノ
一
一
回
デ
、
木
市
特
色
工
業
ト
シ
一
ア
職
工
数
及
ビ
生
産
額
ノ
方
面
カ
一
ブ
一
一
一
口
ツ
テ
重
要
ナ
地
位
ヲ
有
シ
テ
ヰ

ル
モ
ノ
J

ア
プ
ル
。

さ
ら
に
職
工
数
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
九
年
ニ
於
ケ
ル
木
市
職
工
数
ハ
男
工
四
七
、

八
七
一
人
、
女
工
一
問
、
ニ

O
一
一
人
、
合
計
六
一
寸

O
七
五
人
デ
、

之
ニ
事
務
員
一
一
一
、

一
六
六
人
、
技
術
員
一
一
、
七

、
九

O
一
人
ヲ
加
へ
ル
ト
神
戸
市
ニ
於
ケ
ル
工

一
一
一
人
、
其
他
従
業
者

業
就
業
者
総
数
六
九
、

八
六
二
人
ト
ナ
リ
本
市
総
人
口
ノ
七
・
六
%
ヲ
市
メ
テ
ヰ
ル
。
之
ヲ
前
年
一
一
比
較
ス
ル
ト
其
他
従
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業
者
向
一
於
テ
減
少
シ
テ
ヰ
ル
ダ
ケ
デ
、
他
ハ
悉
ク
増
加
シ
結
局
全
体
デ
七
、

一
六
九
人
ノ
増
加
ヲ
示
シ
ソ
ノ
割
合
ハ

d
月

ω

一
当
ツ
テ
イ
ル
。

次
ニ
之
ヲ
工
業
別
ニ
見
ル
一
二
日
平
均
使
用
職
工
数
ノ
首
位
ヲ
占
メ
ル
モ
ノ
ぺ
機
械
器
具
工
業
ノ
一

六

O
二
人

デ
総
数
ノ
一
一
一
七
%
デ
プ
リ
、
以
下
金
属

一一一、

一
O
四
人
（
一
九
%
）
、
化
学
工
業
八
、
二
四
一
一
一
人
（
二
二
%
）
、
紡
織
工

業
六
、

五
六
六
人
（
一

O
M）
、
其
他

七
七
一
人
（
九
%
）
ノ
阪
デ
ア
ル
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
諸
史
料
は
す
で
に
昭
和
七
年
に
恐
慌
か
ら
の
回
復
過
程
に
入
っ
た
神
戸
経
済
が
、
高
橋
財
政
の

軍
需
景
気
の
も
と
で
重
化
学
工
業
化
に
傾
斜
し
て
行
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

経済の発段と国際海浴者B市事jl戸の形成

日
中
全
密
戦
争
の

勃
発
と
神
戸
経
済

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
神
戸
経
済
の
構
造
に
み
ら
れ
る
傾
向
は
、

昭
和
十
二
年
の
日
中
全
面
戦
争
（
日
華

事
変
）
の
勃
発
な
契
機
と
す
る
日
本
経
済
の
さ
ら
な
る
軍
需
化
の
も
と
で
、

い
っ
そ
う
加
速
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
昭
和
十
四
年
刊
行
『
神
戸
市
産
業
統
計
要
覧
』
の
次
の
指
摘
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
長
文
で

は
あ
る
が
実
態
を
よ
く
示
し
て
い
る
の
で
引
用
し
て
お
こ
う
。

我
が
閤
経
済
機
構
に
於
け
る
準
戦
時
体
制
よ
り
戦
時
体
制
へ
の
移
行
整
備
は
戦
争
目
的
遂
行
の
た
め
の
強
力
な
経
済
統

制
を
方
針
と
す
る
商
家
的
計
画
に
基
き
国
民
経
済
の
全
局
簡
を
新
し
き
方
向
と
内
容
と
を
以
て
編
成
替
せ
し
め
て
ゐ
る
。

所
謂
統
制
経
済
の
強
化
は
正
に
此
の
線
に
沿
ふ
も
の
で
あ
り
、

一
聯
の
統
制
経
済
政
策
は
舟
れ
も
我
が
国
際
収
支
の
均
衡

保
持
の
下
に
於
い
て
軍
需
波
び
に
生
産
力
拡
充
資
材
の
供
給
総
保
を
図
り
飛
眼
的
な
生
産
力
拡
充
を
強
行
し
て
ゐ
る
こ
と

第一節

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
一
般
的
情
勢
下
に
於
い
て
、
苔
が
神
戸
市
の
産
業
経
済
が
如
何
に
経
過
し
た
か
、
別

一
言
す
れ
ば
事
変
下
に
於
け
る
神
戸
市
の
産
業
経
済
が
如
何
な
る
状
態
に
あ
っ
た
か
を
総
合
的
昆
地
よ
り
金
問
的
に
明
か
な
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ら
し
め
る
こ
と
が
本
要
覧
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。

何
よ
り
も
先
づ
変
革
過
程
に
於
い
て
最
も
注
意
を
惹
く
の
は
変
化
の
様
相
で
あ
る
。

一
寸
一
口
ふ
迄
も
な
く
統
制
経
済
の
推
進
過
程
に
於
け
る
深
刻
な
変
化
の
諸
様
相
は
神
戸
市
の

産
業
経
済
に
と
っ
て
も
亦
決
し
て
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
併
し
他
方
、
神
戸
市

ガントリーグレーンの見える風景

の
特
殊
事
情
は
掛
か
る
一
般
的
な
変
化
の
諸
方
向
を
或
ひ
は
積
綴
的
或
ひ
は
消
綴
的
な

ら
し
め
、
そ
の
内
務
に
於
い
て
自
ら
異
な
っ
た
も
の
あ
る
は
蓋
し

し
て
本
市
経
済

的
地
盤
の
二
大
変
柱
と
し
て
の
生
産
と
貿
易
と
の
本
質
的
な
特
殊
性
に
基
く
か
ら
で
あ

る。
先
づ
生
産
部
而
よ
り
見
る
と
き
、

一
般
に
軽
工
業
よ
り
重
工
業
中
心
へ
の
転
換
に
基

く
我
が
悶
工
業
機
構
の
構
成
上
の
変
化
並
び
に
軍
需
産
業
と
平
和
産
業
と
の
絞
行
性
が

る
変
化
の
指
標
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

写哀 56

工
業
の
異
常
な
る
騨
進
は
一
一
一
一
口
ふ
誌
も
な
く
軍
需
並
び
に
生
産
力
拡
充
に
照
応
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
木
市
工
業
は
夙
に

工
業
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
発
展
し
来
た
た

め
、
前
述
せ
る
如
き
再
編
成
過
程
に
於
い
て
は
そ
の
積
板
的
影
響
を
受
け
る
こ
と
最
も

顕
著
に
し
て
、
昭
和
十
一
一
年
度
木
市
総
工
皮
瀬
中
に
占
め
る
重
工
業
の
比
重
は
前
年
の

五
五
・
九
%
よ
り
六
二
・
三
%
に
上
昇
し
、
殊
に
金
属
工
業
の
如
き
は
際
問
内
的
な
増
加

中
中
を
示
し
た
の
で
あ
っ
て
、
本
市
工
業
構
成
上
の
変
化
は
斯
か
る
意
味
に
於
い
て
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業
へ
の
偏
侍
化
の
傾
向
を
益
々
大
な
ら
し
め
て
ゐ
る
点
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
労
働
の
側
部
よ
り
こ
れ
を
窺
ふ
に
、
労
働
者
数
に
於
い
て
軍
工
業
部
門
の
増
加
は
当
然
で
あ
る
が
、
化
学
工
業
は

ゴ
ム
工
業
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
た
め
全
閏
的
知
向
と
は
逆
に
減
少
を
惹
起
こ
し
、
十

に
於
い
て
は
右

の
傾
向
更
に
強
化
さ
れ
加
ふ
る
に
紡
織
工
業
に
於
け
る
減
少
も
亦
著
し
き
も
の
が
あ
る
。
斯
く
し
て

工
産
額
増
加

の
必
至
は
重
工
業
関
係
以
外
の
工
産
額
と
の
懸
隔
を
更
に
大
な
ら
し
め
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
、

一
般
的
傾
向
と
し
て
の
軍
需

産
業
・
股
賑
産
業
と
平
和
産
業
・
犠
牲
産
業
と
の
披
行
性
は
木
市
に
於
い
て
も
亦
端
的
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
本

市
に
於
け
る
労
働
者
地
加
の
テ
ム
ポ
は
重
工
業
部
門
に
於
い
て
さ
へ
況
ん
や
全
体
と
し
て
も
全
悶
平
均
増
加
率
に
比
較
し

絞済の発展と悶際海港者l¥Tl'i神戸の形成

て
透
か
に
及
ば
ず
、
総
じ
て
消
綴
的
色
彩
を
有
ち
、
本
市
に
於
い
て
は
所
謂
労
働
力
の
不
足
な
惹
起
こ
す
と
い
ふ
よ
り
は

寧
ろ
重
工
業
に
於
け
る
増
加
と
化
学
工
業
及
び
紡
織
工
業
に
於
け
る
減
少
の
対
蹴
的
な
こ
と
が
特
教
的
で
あ
る
と
い
ふ
に

止
ま
っ
て
ゐ
る
。

こ
う
し
て
日
中
全
国
戦
争
の
勃
発
な
契
機
と
す
る
神
戸
経
済
の
震
化
学
工
業
化
は
、
そ
れ
ま
で
の
神
戸
経
済
に
お
い
て
大
き

な
位
置
を
占
め
て
い
た
紡
績
業
や
マ
ッ
チ

の
表
迭
を
も
た
ら
し
、

工
業
へ
の
傾
斜
に
よ
っ
て
産
業
構
造
の
岐
行
性
を
さ

ら
に
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

前
出
の
吋
神
戸
市
工
業
調
査
書
』
は
昭
和
七
年
末
現
在
に
お
け
る
神
戸
市
の
産
業
構
造
の
特
徴
に
つ
い
て
次
の

中
小
工
業

の
動
向

よ
う
に
結
論
守
つ
け
て
い
る
。

第一色i[i

ふf
閣
の
調
査
の
結
果
に
徴
し
て
も
明
ら
か
な
る
よ
う
に
木
市
工
業
者
中
五
万
円
以
下
の
中
小
資
本
を
擁
す
る
も
の
が
全

工
業
者
の
九
割
七
分
迄
を
占
め
、
就
市
中
其
の
間
割
一
分
迄
が
五
百
円
米
満
の
極
小
資
本
階
級
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
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如
何
に
小
工
業
者
の
数
が
多
い
か
と
云
ふ
こ
と
に
驚
異
を
感
ず
る
訳
で
、
本
市
の
如
き
我
悶
有
数
の
産
業
都
市
に
於
て
す

ら
以
上
の
如
く
で
あ
る
に
於
て
他
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
中
小
工
業
の
群
生
し
て
ゐ
る
原
因
は
我
田

工
業
［
木
市
工
業
の
発
達
が
あ
ま
り
に
急
激
に
一
行
は
れ
、
山
内
そ
の
大
部
分
が
近
代
化
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る

か
も
知
れ
ぬ
が
他
商
我
家
族
主
義
の
悶
民
性
が
こ
こ
に
も
反
映
し
大
企
業
発
達
の
困
難
な
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
ゐ
る
の

で
な
い
か
と
も
忠
は
れ
る
。

神
戸
市
の
産
業
構
造
に
お
け
る
中
小
工
業
の
位
置
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
問
書
に
よ
り
な
が
ら
今
少

し
具
体
的
に
み
る
と
、

工
場
数
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
「
其
の
他
の
工
業
」
の
一
五
五
人
工
場
で
こ
れ
は
全
体
の
二
一
一
7
2
%

に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
紡
織
工
業
の
二
二
二
工
場
で
全
体
の
一
人
・
一
一
一
%
を
占
め
、
製
材
及
木
製
品
工
業
は

一
O
九
O
工
場
で

六
・
一
一
一
%
を
占
め
第
一
一
一
位
の
佼
置
に
あ
る
。
続
い
て
機
械
工
業
が
一

O
一
一
一
六
工
場
で

五
・
五
%
に
当
た

る
。
ま
た
、
金
属
工
業
は
五
五

O
工
場
で
全
体
の
八
・
一
一
一
%
を
占
め
て
い
る
。
製
木
印
刷
工
業
は
四
四
七
工
場
で
（
全
体
の
六
・

七
%
）
、
食
料
品
工
業
は
四

O
ニ
工
場
（
問
中
ハ
・

O
M月
）
、
化
学
工
業
は
一
一

般
市
業
は
四
六
工
場
（
向
。

一
七
工
場
（
伺
凶
・
九
%
）
、

七
%
）
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
ガ
ス
及
電
気
工
業
は
一
工
場
の
み
で
あ
っ
た
。

他
方
こ
れ
を
一
工
場
当
た
り
の
資
本
額
か
ら
み
て
み
る
と
、

ガ
ス
及
電
気
工
業
の
二
一
一
一
五
八
万
二
ハ
二
刊
は
例
外
と
し
て
、

も
っ
と
も
大
き
な
資
本
金
を
有
す
る
も
の
は
機
械
工
業
で
こ

O
万
七
五
二
一
一
円
で
あ
っ
た
。
次
ぎ
に
化
学
工
業
が
一
四
万
九
二

九
O
円
で
第
一
一
一
伎
を
占
め
、
以
下
、
金
属

の
八
万
九
二
六
七
円
、
食
料
品
工
業
の
八
万
八
五
回
一
円
、
税
制
業
の
二
万
六
一

八
四
円
、
紡
織
の

万
八
八

O
O問
、
そ
の
他
の
工
業
の
一
万
二
四
七
円
、
製
本
印
刷

の
六
九
七
四
円
へ
と
続
き
、
も
っ

と
も
少
な
い
の
は
製
材
及
木
製
品
工
業
の
二
五

O
閉
円
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
こ
の
場
合
の
資
本
額
は
問
定
資
本
と
流
動
資
本
の
合
計
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
を
一
工
場
当
た
り
の
間
定
資
本

に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
た
異
な
っ
た
結
果
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
瓦
斯
及
電
気
工
業
は
一
四
七
五
万
六
七
三
八
円
で
例
外

で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、
以
下
、
紡
織
工
業
一
凶
万
七
八
八
七
円
、
機
械
工
業
一

万一

O
向
、
化
学
工
業
七
万
八
五

O
円
、
金
属
工
業
七
万
六
九
六

O
円
、
食
料
品
工
業
開
万
五

O
四
六
円
、
唯
一
一
…
業
二
万
二
二
六
九
円
、
そ
の
他
の
工
業
六
一
八

六
円
、
製
本
及
印
刷
刷
工
業
五
二
五
一
円
、
製
材
及
木
製
品
工
業
二
一
一
九

O
門
と
な
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
工
場
及
び
職
場
総
数

六
六
七
八
の
う
ち
、
九
一
了
七
%
が
倒
人
組
織
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
会
社
組
織
を
と
っ
て
い
る
四
八
三
の
う
ち
で
も
株
式

会
社
は
二
一
一

O
に
過
ぎ
ず
、
個
人
企
業
に
近
い
合
名
、
合
資
会
社
組
織
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

経済の発展と国際海港都市神戸の形成

次
に
こ
れ
を
使
用
職
工
数
規
模
別
で
み
る
と
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
戸
市
の
昭
和
八
年
十
ニ
月
末
に
お
け
る

常
時
使
用
職
工
五
人
以
上
あ
る
い
は
五
人
以
上
を
使
用
し
う
る
設
備
を
も
っ
工
場
の
総
数
は
八
三

工
百
人
未
満
使
用
工
場
は
七
六
五
で
、
全
体
の
約
九
二
%
を
占
め
て
お
り
、
な
か
で
も
使
用
職
工
一
一
一

O
人
未
満
の
小
工
場
が
工

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
職

場
総
数
の
七

0
・
一
一
一
%
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
神
戸
市
統
計
諮
』
昭
和
十
二
年
）
。

し
か
も
工
場
総
数
に
占
め
る
職
工
百
人

未
満
使
用
工
場
の
割
合
は
十
四
年
に
お
い
て
も
全
く
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
使
用
職
工
数
三

O
人
未
満
の
小
工
場
の

割
合
は
九

一
%
に
ま
で
場
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
『
神
戸
市
絞
済
調
査
資
料
』
第
三
斡
）
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
も
、

「
本
市
の
工
業
は
其
の
規
模
の
大
な
る
工
場

の
数
甚
だ
砂
く
其
の
大
部
分
が
比
較
的
小
規
模
の
企
業
で
あ
る
こ
と
し
（
吋
神

一
戸
市
工
業
調
交
愁
』
）
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

第一節

最
後
に
全
田
尚
一
の
生
産
額
を
一
不
し
、
鉄
工
業
、
造
船
業
と
設
び
神
戸
の
重
要
工
業
の

「
そ
の
盛

つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、

哀
は
一
菅
に
当
地
経
済
界
の
休
戚
に
関
す
る
の
み
な
ら
ず
最
近
重
要
規
せ
ら
る
る
雑
貨
輸
出
中
の
花
形
と
し
て
全
国
的
に
も
注
目

近代・現代日室史編W701 



を
悲
く
一
所
」
（
『
日
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
続
編
付
録
第
一
一
一
巻
）
の
ゴ
ム

の
生
産
構
造
か
ら
神
戸
市
の
中
小
工
業
に
つ
い
て
み

て
お
き
た
い
。
昭
和
十
年
六
月
に
日
銀
神
戸
支
店
が
行
っ
た
神
戸
ゴ
ム

に
つ
い
て
の
調
査
報
告
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

神
戸
市
所
在
百
五
十
余
の
ゴ
ム
工
場
中
右
の
数
社
を
除
け
ば
他
は
概
ね
一
一
、
三
万
円
乃
至
五
、
六
万
円
の
小
資
本
工
場

に
し
て
、

工
場
の
敷
地
及
建
物
を
所
有
せ
ざ
る
も
の
多
く
、
甚
だ
し
き
は
他
の
工
場
内
の
一
部
を
機
械
と
共
に
賃
借
せ
る

も
の
も
あ
り
、
又
「
賃
絞
り
し
「
賃
蒸
し
」
等
と
称
し
、
ロ
ー
ル
、
硫
化
錐
等
の
機
械
設
備
を
要
す
る
工
程
を
他
の
工
場
に

依
頼
し
、
専
ら
手
工
業
的
工
程
の
み
を
業
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
兵
庫
県
ゴ
ム
工
場
の
実
際
投
資
額
に
就
き
、
昭
和
九
年

四
月
兵
路
間
開
設
諜
工
業
組
合
の
調
査
せ
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
調
査
工
場
数
一
八
八
、
投
資
総
額
一
千
九
百
凶
十
六
万
円
、

一
工
場
平
均
投
資
額
十
万
間
千
円
で
あ
る
が
、
之
が
こ
工
場
の
投
資
額
別
に
見
れ
ば
十
万
円
以
上
の
も
の
は
僅
に
ニ
十
工

場
に
し
て
、
十
万
円
米
満
の
小
工
場
約
九
割
を
占
め
、
前
記
十
万
円
以
上
の
二
十
工
場
を
除
き
た
る
残
余
の
百
六
十
八
工

場
一
平
均
投
資
額
は
、
僅
々
二
万
七
千
円
（
内
回
定
資
本
一
万
七
千
円
、
流
動
資
本
一
万
円
）
に
し
て
、
当
地
ゴ
ム
工
場
の
大
多
数

が
如
何
に
小
規
模
経
営
な
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う

の
数
社
」
と
は
、
ダ
ン
ロ
ッ
プ
・
ゴ
ム
株
式
会
社
（
資
本
金
二
八
万
円
）
、

日
本
輸
業
ゴ
ム
（
同
一

O
O万円）、

阪
東
日
調
帯
設
諜
合
資
会
社
（
出
資
金
五
O
万円）、

ホ
テ
イ
ゴ
ム
株
式
会
社
（
資
本
金
五
O
万円）、

合
資
会
社
阪
神
護
諜
製
造
所
信

資
金
二

O
万
円
）
、
合
資
会
社
秋
依
謹
諜
製
造
所
（
同
一
五
万
円
）
の
「
比
較
的
有
力
な
る
工
場
」
を
指
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
外

の
大
多
数
の
工
場
は
小
規
模
工
場
で
あ
っ
た
。

雑
貨
を
「
中
小
金
業
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
商
品
」
（
『
神
戸
貿
易
協
会
史

一O
O

年
の
あ
ゆ
み
』
）
と
規
定
す
る
と
す
れ
ば
、
ゴ
ム
工
業
や
マ
ッ
チ
工
業
に
代
表
さ
れ
る
中
小
工
業
（
雑
貨
業
）
こ
そ
神
戸
経
済
の
産
業
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構
造
の
一
方
の
伎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
神
戸
市
の
産
業
情
造
は
昭
和
十
二
年
以
降
の
統
制
経
済
の
も
と

で
も
基
本
的
に
変
化
せ
ず
、
戦
時
下
に
お
け
る
中
小

の
…
得
一
縮
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

2 

貿
易
の
発
展
と
国
際
溜
港
都
市
神
戸

外
国
貿
易

の
動
向

第
一
次
位
界
大
戦
期
に
急
成
長
を
遂
げ
た
わ
が
悶
の
貿
易
は
、

一九一一

0
年
代
後
半
に
入
る
と
為
替
の
変
動
が

激
し
い
な
か
で
、
イ
ン
ド
の
綿
糸
関
税
引
き
上
げ
（
昭
和
二
年
）
、
済
砲
事
件
の
勃
発
（
昭
和
一
一
一
年
）
と
そ
れ
に
対
す

経済の発展と間際海港都rr:r村lf'iの形成

る
華
僑
の
日
貨
排
斥
運
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
外
的
要
悶
も
加
わ
っ
て
、
貿
易
額
は
停
滞
的
に
推
移
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
な

か
で
、
昭
和
四
年
の
浜
口
内
閣
の
成
立
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
金
解
禁
政
策
の
実
施
と
、
同
年
十
月
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
恐
境

の
発
生
と
い
う
こ
つ
の
悶
内
外
の
出
来
事
な
契
機
に
昭
和
五
年
に
入
る
と
わ
が
弱
の
貿
易
は
大
き
な
変
動
に
底
閲
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
『
神
戸
a商
工
情
勢
b

（
昭
和
十
年
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

金
解
禁
後
第

年
の
昭
和
五
年
の
貿
易
は
愉
出
入
共
に
著
し
き
不
振
を
緩
め
た
、
最
も
此
の
貿
易
の
萎
縮
は
唯
に
我
罷

に
於
て
の
み
で
な
く
位
界
的
生
産
迅
多
と
鱗
資
力
の
萎
縮
に
出
り
、
殊
に
前
年
十
月
ア
メ
リ
カ
の
株
式
の
恐
涜
が
動
機
と

な
っ
て
枇
界
的
不
況
は
一
層
深
刻
化
し
、
会
悶
の
対
外
貿
易
は
何
れ
も
著
減
し
た
。
即
ち
英
国
二
割
一
分
、
米
国
は
二
割

六
分
の
減
退
を
告
げ
、
我
悶
は
一
一
一
割
一
分
余
の
激
減
を
示
し
て
居
る
。
而
し
て
我
悶
に
於
て
は
金
解
禁
の
結
果
物
価
は
未

第一節

品
開
国
有
の
暴
落
を
演
じ
関
内
産
業
は
非
常
な
る
打
撃
を
被
っ
た
為
特
に
顕
著
な
る
減
退
を
示
し
た
。
加
ふ
る
に
銀
価
暴
落
に

伴
ふ
支
那
市
場
の
動
揺
、
印
度
の
綿
布
関
税
引
上
及
其
の
他
米
関
、
民J
州
、
カ
ナ
ダ
等
の
関
税
政
策
に
よ
っ
て
少
な
か
ら
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ず
打
撃
を
受
け
た
。
主
要
輸
出
口
問
中
最
も
打
撃
の
甚
だ
し
い
の
は
、
生
糸
、
綿
織
物
及
絹
織
物
に
て
輸
出
総
額
の
激
減
は

主
と
し
て
此
の
一
一
一
品
に
基
い
て
居
る
。
即
ち
生
糸
は
間
割
六
分
余
、
綿
織
物
三
割
問
分
余
、
絹
織
物
一
一
一
割
二
分
余
の
著
減

で
あ
る
。
但
し
其
の
数
畳
に
於
て
は
生
糸
一
割
八
分
、
綿
絹
織
物

割
二
分
余
の
減
退
に
過
ぎ
ず
、
主
と
し
て
市
価
の
惨

落
に
因
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
昭
和
五
年
の
わ
が
閏
の
外
悶
貿
易
は
輸
出
額

一
館
山
六
九
八
万
刊
、
輸
入
額
一
五
億
四
六
O
五
万
円
と
な
り
、

こ
れ
は
前
年
の
そ
れ
ぞ
れ
六
八
%
、
七
O
%
に
止
ま
る
も
の
で
あ
り
、
急
激
な
収
縮
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
貿
易
額
の
減
少

は
貿
易
数
量
の
減
少
よ
り
も
主
と
し
て
「
市
価
の
惨
落
」
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
年
に
は
貿
易
額
は
さ
ら
に

減
少
し
、
戦
前
昭
和
期
の
ボ
ト
ム
（
底
）
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
前
出
の
吋
神
戸
商
工
情
勢
』
（
附
和
十
年
）

は
そ
の
状
況
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
六
年
に
入
っ
て
て
二
月
は
出
超
と
い
ふ
珍
現
象
を
示
し
た
が
、
一
一
一
月
以
降
は
生
糸
の
入
荷
停
止
、
米
間
株
式
の

暴
落
、
豪
州
、
支
部
、
印
度
等
に
於
け
る
関
税
の
引
上
、
銀
塊
相
場
の
暴
落
、

口
シ
プ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
加
ふ
る
に
内
地

で
は
政
府
の
緊
縮
政
策
、
官
吏
の
減
俸
問
題
等
内
外
共
に
悪
材
料
続
出
し
上
半
期
の
貿
易
は
愉
出
入
共
激
減
し
た
。
下
半

加
に
入
っ
て
も
満
州
事
変
の
突
発
に
引
続
い
て
九
月
二
十
一
日
英
悶
金
本
位
制
の
停
止
は
、
我
が
貿
易
を
必
然
悪
化
せ
し

め
た
。
即
ち
ポ
ン
ド
価
の
低
落
に
よ
る
英
国
及
間
櫛
民
地
商
品
の
割
安
、
満
州
事
変
を
契
機
と
せ
る
日
貨
排
斥
の
再
燃
、

印
度
其
の
他
に
於
け
る
関
税
増
徴
等
幾
多
の
悪
材
料
に
旬
開
せ
ら
れ
、
十
月
以
後
に
輸
出
貿
易
は
徹
底
的
な
抑
圧
を
蒙
り

一
一
一
筒
月
を
通
じ
て
僅
に
二
億
五
千
七
百
万
円
を
輸
出
し
得
た
に
止
ま
り
、
之
れ
に
反
し
輸
入
は
我
閏
の
金
輪
〔
出
〕
一
丹
禁

止
を
見
越
し
て
大
い
に
促
進
せ
ら
れ
激
射
し
た
。
此
の
第
四
・
四
半
期
の
貿
易
悪
化
は
延
い
て
六
年
全
体
の
貿
易
尻
を
も
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恕
化
せ
し
め
た
。
而
も
之
等
は
満
州
事
変
に
よ
る
支
郊
の
日
貨
排
斥
を
中
心
と
す

る
対
中
市
（
貿
易
の
大
慈
化
が
最
大
原
簡
を
な
し
て
居
る
。

こ
う
し
て
昭
和
六
年
の
輸
出
入
額
は
前
年
を
六
億
三
千
万
円
も
下
回
り
、
大
正
六
年

の
水
準
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
戦
前
昭
和
期
の
最
低
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
わ
が
閣
の
貿
易
は
金
輸
出
再
禁
止
に
よ
る
為
替
相
場
の
下
落
、
満
州

港のにぎわい

事
変
の
勃
発
、
イ
ン
フ
レ
財
政
に
よ
る
軍
需
景
気
等
を
要
闘
と
し
て
昭
和
七
年
に
は
間

復
基
調
に
転
じ
、
昭
和
一
一
年
の
貿
易
額
は
そ
れ
ま
で
の
最
高
を
示
し
た
大
正
十
四
年

の
水
準
に
ま
で
速
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
が
簡
の
貿
易
の
動
向
は
い
う
ま
で
も
な
く
神
戸
港
の
外

神
戸
港
貿

易
の
動
向

国
貿
易
の
動
向
と
も
基
本
的
に

致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

写真 57

第
一
次
世
界
大
戦
期
の
好
景
気
の
も
と
で
、
神
戸
港
の
貿
易
額
も
急
膨
張
、
を
遂
げ
、
大

正
六
年
に
は
輸
出
入
合
計
額
が
一

O
億
円
を
越
え
て
、
初
め
て
横
浜
港
を
抜
い
て
全
国

第

位
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
横
浜
の
壊
誠
を
契
機
に
生
糸
輸
出

が
神
戸
港
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
輸
入
額
に
お
い
て
は
連
年
全
自
の
四

O
%を

ぃ
巾
め
、
輸
出
額
に
お
い
て
も
大
正
十
一
一
一
年
以
降
、

の一一一

O
%以
上
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
昭
和
恐
慌
の
夜
前
の
昭
和
四
年
に
は
、
輸
出
積
七

低
一
八
九
万
円
、
輸
入
額
八
億
八
二
一
一
一
二
万
円
に
達
し
、
全
国
比
で
は
輸
出
は
三
一
了
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七
%
で
横
浜
に
次
い
で
第
二
位
、
愉
入
は

一
九
・
八
%
で
第
一
位
で
あ
り
、
合
計
額
で
も
一
一
一
六
・
一

位
を
占
め
た

%
で
、
第

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
恐
探
に
直
間
し
た
翌
昭
和
五
年
に
は
神
戸
港
の
輸
出
額
五
億
ニ
一
一
一

七
万
円
、
輸
入
額
五
億
六
一
一
一
三
六
万

円
で
、
前
年
に
比
べ
て
輪
出
に
お
い
て
一
億
七
八
七
ニ
万
円
、
輸
入
に
お
い
て
は
三
億

八
六
六
万
円
の
激
減
と
な
っ
た
。

の
原
悶
は
輸
出
に
あ
っ
て
は
生
糸
、
綿
織
物
、
綿
織
物
の
激
減
で
あ
り
、
輸
入
に
あ
っ
て
は
綿
花
、
機
械
、
生
ゴ
ム
、
硫
安
、

品
中
十
毛
等
の
激
減
に
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
わ
が
閣
の
外
国
貿
易
街
が
戦
前
昭
和
期
の
最
低
を
示
し
た
昭
和
六
年
の
神
戸
港
の
貿
易
額
は
、
同
様
に
著
し
い
減

少
を
み
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
輪
出
初
、
は
四
億
九

O
一
万
円
で
前
年
よ
り

億
一
回
一
六
万
円
を
減
少
し
（
前
年
比

－
八
%
減
）
、

輸
入
額
は
一
億
冗
九

O
万
円
を
減
少
し
た
の
で
あ
る
（
同
一
八
・
八
%
減
て
そ
の
原
因
は
前
年
と
同
様
、
輸
出
に
あ
っ
て
は
生
糸
、

綾
木
綿
、
生
金
巾
・
シ
l
チ
ン
グ
、
山
μ
山
士
綿
、
魚
油
・
鯨
油
、
砂
糖
等
が
激
減
し
、
輸
入
に
あ
っ
て
は
綿
花
、
機
械
類
、
油
粕
、

米
、
生
ゴ
ム
が
激
減
し
た
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
神
戸
港
の
貿
易
の
激
減
は
間
内
的
に
は
昭
和
恐
慌
に
よ
る
米
首

有
の
不
況
と
、
国
捺
的
に
は
ア
メ
リ
カ
、
中
間
、
イ
ン
ド
、
芥
港
、
イ
ギ
リ
ス

の
経
済
不
況
に
よ
る
取
引
古
川
の
減
少
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
昭
和
六
年
に
貿
易
綴
の
底
を
み
せ
た
神
戸
港
の
外
悶
貿
易
は
、
し
か
し
全
国
的
動
向
と
同
様
に
昭
和
七
年
に
は

す
で
に
回
復
基
調
に
献
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
輸
出
は
前
年
に
比
べ
て
九
千
万
円
を
、
愉
入
は
七
千
八
百
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、

間
復
傾
向
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
昭
和
八
年
に
な
る
と
さ
ら
に
顕
著
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
八
年
の
貿
易
は

輸
出
入
額
、
数
量
と
も
激
噌
し
た
。
輪
出
街
、
は
六
億
五

O
五
一
一
一
万
円
で
、
こ
れ
は
前
年
に
比
べ
て
一
憶
五
二
二
ニ
万
円
の
増
加

7。6
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で
あ
り
（
前
年
比
一
一
一

0
・
一
ニ
ゲ
沖
地
て
ま
た
、
輸
入
額
は
六
億
四
一
一
二
万
円
で
、
同
じ
く

億
閲

一
二
万
円
の
増
加
で
あ
っ
た

（
同
一
九
・
七
%
鳩
て
そ
の
結
果
、

っ
神
戸
港
に
於
て
は
在
米
輸
入
港
な
り
し
が
、
洛
洋
、

ア
フ
リ
ッ
ヵ
、
豪
州
方
面
へ
の
目
隈
し

き
進
出
に
よ
り
遂
に
九
百
間
十
万
円
の
輸
出
超
過
を
見
る
に
五
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
L

（
『
神
戸
商
工
情
勢
』
昭
和
十
年
）

と
い
う
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
神
戸
港
の
外
国
貿
易
は
順
調
な
発
展
を
続
け
、
昭
和
十
二
年
に
は
輸
出
入
合
計

額
が
二
ニ
億
二
七

O
六
万
円
に
達
し
、
戦
前
の
神
戸
港
取
引
額
の
最
高
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
昭
和
十
三

年
に
神
戸
市
産
業
課
が
作
成
し
た
吋
神
戸
市
産
業
要
覧
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

神
戸
港
貿
易
モ
年
Jmw
米
彪
大
ナ
ル
愉
入
貿
易
増
加
傾
向
ヲ
一
爪
シ
、
前
年
十
二
月
初
メ
テ
月
別
貿
易
輸
入
一
憶
門
ヲ
突
破
セ

経済の発展と悶際、海滋都il3神戸の形成

シ
実
績
ヲ
継
泳
シ
、

ノ
強
化
一
一
モ
拘
ラ
ズ
輸
入
増
化
ノ
傾
向
ハ
何
時
ソ
ノ
姿
ヲ
没
ス
ル
ヤ
モ
知
レ
ザ
ル
強
力
ナ

ル
活
動
ヲ
続
ヶ
、
各
月
輸
入
共
一
億
円
ヲ
突
破
ス
ル
硲
観
ヲ
呈
シ
上
半
期
ヲ
終
了
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
如
何
ニ
輸
入
期
ト

ハ
云
へ
異
常
ナ
ル
現
象
ト
云
フ
ベ
キ
デ
ア
一
ブ
ウ
。
（
略
）
他
方
輸
出
芝
山
年
一
一
比
シ
テ
各
月
共
増
加
ヲ
示
シ
順
調
ナ
ル
仲
良

ヲ
示
シ
タ
ガ
輸
入
ノ
激
嶋
一
一
ハ
勿
論
及
ブ
可
ク
モ
ナ
ク
、
各
月
輸
出
共
一
億
円
合
ヲ
突
破
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
能
勢
一
ア
上
半
期

万
六
七
千
円
ト
ナ
リ
（
川
町
）
、
輸
出
入
合
計
一
一
一
ア
ハ
輸
入
激
増
ニ
依
リ
一
月
、
三
月
、

h
i
l
i

、
a
L

和
刊
は
μ
ノ
平
よ

五
月
、
六
月
ノ
問

ヶ
月
ガ
一
一
億
円
台
ヲ
突
破
シ
上
半
期
累
計
ハ

、
一
一
回
一
一
、
七
八

千
円
ト
前
年
ヨ
リ
一
一
七

O
、
互L

一
千
円
ヲ
増
加
シ
、

且
ツ
各
月
共
前
年
同
期
ノ
貿
易
額
ヲ
上
自
ツ
テ
下
半
期
ヘ
ト
推
移
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
然
ル
一
一
下
半
期
ニ
於
一
ア
ハ
事
変
ノ
影

ヲ
受
ケ
テ
輸
出
入
共
一
一
概
度
一
一
萎
縮
シ
、
七
月

館
内
台
ヲ
越
シ
タ
輪
入
貿
易
ハ
以
後
漸
減
傾
向
ヲ
辿
リ
九
月
以
降
ハ

第一節

前
年
間
月
ニ
比
シ
｝
一
ノ
減
少
ヲ
示
シ
十
一
月
ノ
如
キ
鎧
カ
四
七
、
七
七

O
千
円
ノ
輸
入
額
ユ
止
リ
前
年
同
月
ノ
半
額
四
一

ナ
イ
情
勢
ヲ
一
爪
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
。
（
略
）
故
一
一
下
半
期
輸
入
ハ
問
。
七
、
一
一
九
九
千
円
一
一
止
リ
、
前
年
一
一
比
シ
ニ
九
、
二
五
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二
千
円
（
ム
六
・
七
が
と
ノ
減
少
を
一
ホ
シ
、

九
八
四
千
円
ニ
シ
テ
五
六
、

八
O
一
一
一
千
円
（
一

0
・
九
%
）
ヲ

輸
出
ハ
五
七
六
、

明
加
シ
一
ア
ヰ
ル
。

従
ツ
テ
一
ヶ
年
ヲ
概
観
ス
レ
パ
輸
入
ハ
上
半
期
ノ
激
増
ト
輸
入
統
制
－
一
依
ル
下
半
期
ノ
漸
減
ノ
現
象
ヲ
展
開
シ
、
輸
出
ハ

下
半
期
漸
ク
柄
加
ヲ
一
応
シ
タ
ガ
年
末
比
一
一
カ
不
振
状
態
ヲ
サ
へ
一
万
シ
タ
。
従
ツ
テ
輸
入
ハ
五
月
ノ

一六、

八
六
ニ
千
円
ヲ

最
高
ト
シ
、
輸
出
ハ
十
月
ノ
一
O
凶
、
一
一
六
一
千
円
ヲ
頂
上
ト
シ
、
合
計
ニ
テ
ハ
五
月
ノ
一
一

て
二
九
O
千
円
ヲ
頂
点

ト
シ
テ
賠
ル
ο

昭
和
十
二
年
の
下
半
期
に
は
日
中
全
国
戦
争
勃
発
の
影
響
が
神
戸
港
の
貿
易
に
も
色
濃
く
現
れ
て
お
り
、
特
に
輸
入
に
お
い

て
、
統
制
経
済
の
規
制
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
年
の
神
戸
港
の
貿
易
額

の
伸
び
は
顕
著
で
あ
り
、
輸
出
に
お
い
て
は
全
国
の
三
五
%
、
輸
入
に
お
い
て
は
三
O
%
、
輸
出
入
合
計
額
に
お
い
て
は
一
一
一
一
一

%
を
占
め
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
横
浜
、
大
阪
の
両
港
を
凌
駕
し
て
、

の
取
引
額
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
貿

易
の
発
展

次
に
神
戸
川
沿
の
外
悶
貿
易
を
通
商
地
域
加
に
み
て
み
よ
う
。

「
本
港
対
外
貿
易
の
通
商
国
関
係
を
見
る
に
本
港

ド

イ

ツ

と
重
要
な
る
関
係
に
あ
る
は
北
米
合
衆
留
に
し
て
之
に
次
ぐ
は
支
那
（
中
国
）
、
英
領
印
度
（
イ
ン
ド
）
、
独
海
、

英
士
口
利
、
存
港
、
臨
領
印
度
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
等
な
り
J
、
ま
た
、

「
本
港
の
対
外
貿
易
を
大
陸
別
に
観
察
す
る
に
、
輸
出
入
何

万円 万円
79,060 91,089 

34, 292 39,466 

8,497 10,817 

9, 767 9, 167 

% % 
43.4 43.3 

10.7 11.9 

12.4 10.1 

れ
も
北
煎
米
科
加
州
、
亜
細
亜
州
が
第
一
位
を
争
ひ
以
下
欧
羅
巴
州
、
阿
弗
利

10 

加
州
、
南
班
米
利
加
川
の
順
位
な
り
。
」
（
『
神
戸
港
大
観
』
昭
和
五
年
刊
）
と
い
わ

9 

れ
て
い
る
よ
う
に
、
取
引
盟
問
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
問
、
イ
ン
ド
、
中
国
が
ベ

ス
ト
ス
リ
ー
で
あ
る
が
、
大
牒
加
で
は
プ
ジ
ア
、
北
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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神戸港の地域別輸出額推移表 184

主Eト 安否
山山

アジア州

中間

インド

8 

万円
65,053 

25, 522 

6, 472 

7 374 

万円
49, 930 

19,926 

6,282 

6, 244 

6 

万円
40 901 

15,832 

4, 744 

3, 737 

5 

万円
52, 317 

21,961 

7,333 

3, 984 

4 

万円
70, 189 

25, 778 

9, 278 

5, 190 

3 

万円
63, 141 

23,384 

9, 542 

4,289 

昭和2

万円
70, 572 

31 539 

10,679 

6,399 

次

A

B

C

D

 

年

% 
39.2 

9.9 

11. 3 

% 
39.9 

12.6 

12. 5 

% 
38. 7 

11. 6 

9. 1 

% 
42.0 

14.0 

7.6 

% 
36. 7 

13.2 

7.4 

% 
37.0 

15. 1 

6.8 

% 
44. 7 

15. 1 

号.1 

B/A 

C/A 

DIA 

が
一
一
一
大
市
場
で
あ
り
、
な
か
で
も
ア
ジ
ア
と
北
ア
メ
リ
カ
市
場
が
中
心
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
を
今
少
し
詳
し
く
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、

ア
メ
ワ
カ
合
衆
国
と
の

取
引
は
輸
出
の
中
心
が
生
糸
で
あ
り
、
愉
入
の
中
心
は
綿
花
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
イ
ン
ド
は
輪
入
の
中
心
商
品
が
綿
花
で
あ
り
、
輪
出
の
中
心
は
綿
織
物
、

綿
織
物
、
ゴ
ム
忠
椛
な
ど
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
中
悶
と
の
取
引
で
は
輸
出
は
精

糖
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
、
綿
織
物
、
雑
貨
品
な
ど
で
あ
り
、
輸
入
は
綿
花
、

一
旦
糟
な
ど
が
中
心
商
品
で
あ
っ
た
（
昭
和
六
年
）
。

次
に
大
隊
別
の
貿
易
額
に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
五
年
の
実
績
で
は
、
輸
出

総
額
五
億
一
九
七
一
万
円
（
不
詳
を
除
く
）
の
う
ち
、

zg
一L
t

一J
ノ
」
ノ

ア
ジ
ア
は

万
円
（
四
ニ
ゲ
沖
）
、
北
ア
メ
ザ
カ
は
一
億
七

万円（コ一一一一

μ）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
四
八
一
一
一
一
一
万
円
（
九
%
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
輪
入
は
総
額
五
億
六
一
一
一
一
一
O
万

（技） インドはlltilrlインドのみ。

資料：明I戸T1l統音！？出

円
の
う
ち
、

ア
ジ
ア
は
二
億
一
七
四
四
万
円
（
一
一
一
九
M
F
）
で
、
北
ア
メ
リ
カ
は
一

能
人
二
六
四
万
円
（
一
一
三

μ）、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
一
億
二
六
回
一
一
万
円
（
ニ
ニ
ゲ
沖
）

で
あ
っ
た
（
『
神
戸
港
大
観
』
昭
和
八
年
刊
）
。

こ
の
よ
う
な
市
場
構
造
は
そ
の
後
さ
ら
に
ア
ジ
ア
市
場
の
比
率
が
増
大
す
る

傾
向
に
推
移
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
十
二
年
に
つ
い
て
み
る
と
、
輸
出

で
は
ア
ジ
ア
は
全
体
の
四
三
%
、
北
ア
メ
リ
カ
は
二
O
%
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
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二
%
と
な
り
、
北
ア
メ
リ
カ
の
地
位
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
輸
入
に
つ
い
て
は
ア
ジ
ア
が
四
五
%
を
占
め
、
北
ア

メ
リ
カ
は
一
一
一
一
%
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
位
が
低
下
し
て
い
る

（
『
神
戸
市
政
業
要
覧
』
昭
和
十
一
一
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

五
%
と
な
り
、

こ
う
し
た
神
戸
港
の
外
国
貿
易
の
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
傾
斜
は
輸
出
市
場
に
お
い
て
と
く
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
表
山
を
み
て

み
よ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
昭
和
六
年
以
際
、
中
陣
、
イ
ン
ド
の
一
内
閣
へ
の
輸
出
額
は
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
さ

れ
る
の
が
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
地
域
へ
の
輸
出
の
増
加
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
「
満
州
罰
」
（
中
関
東
北
部
）
、
関
東
州
、
香
港
、

タ
イ
、
英
領
海
峡
航
民
地
（
シ
γ
ガ
ポ

l
ル
・
マ
ラ
ッ
カ
・
ベ
ナ
ン
な
ど
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
前
領
イ
ン
ド
（
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
）
、

セ
イ
ロ

ン
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
の
ほ
か
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ァ
、
ア
デ
ン
と
い
っ
た
中
近
東
諸
国
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ア
ジ
プ
市
場
の
拡
大
が
神
戸

港
の
外
関
貿
易
の
発
問
肢
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
昭
和
十
六
年
の
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
取
引
の
断
絶
に
よ
っ
て
神
戸
港
の
外
国
貿
易
の
市
場
は
、
中
間
、
「
満
州
ヘ
関
東
州
、
仏
領
イ
ン
ド
シ

ナ
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
、
タ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
英
領
海
峡
植
民
地
な
ど
の
ア
ジ
ア
市
場
に
集
中
し
て
い
く
の
で

あ
る
。
と
り
わ
け
「
満
州
」
市
場
は
神
戸
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
昭
和
七
年
九
月
十
五

日
付
け
の
『
神
戸
新
聞
』
は
、

「
神
戸
と
満
州
の
経
済
関
係
し
と
題
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
た
の
で
あ

。
る

我
神
戸
港
市
が
日
満
連
絡
の
中
心
地
点
た
る
栄
誉
と
重
要
性
を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
は
今
更
い
ふ
ま
で
も
沿
い
が
、
試
み
に

こ
れ
を
先
づ
貿
易
に
つ
き
観
る
と
、
当
港
の
対
満
（
大
述
、
営
口
を
A
n
す
）
輪
出
は
年
額
（
昭
和
六
年
ご
千
六
百
八
十
二
万
九
千

円
、
輸
入
は
一
一
千
二
百
間
十
万
円
で
、
こ
れ
が
割
合
は
当
港
の
貿
易
総
額
に
対
し
て
は
輸
出
は
四
分
一
庫
、
輸
入
は
五
分
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に
過
ぎ
な
い
が
、

の
対
泌
貿
易
の
総
領
即
ち
、
輸
出
七
千
一
首
問
万
七
千
円
、
輸
入
一
億
九
百
間
十
万
八
千
円
に
対

比
す
れ
ば
、
突
に
輪
出
に
於
て
は
二
割

庫
、
輸
入
に
於
て
一
割
九
分
の
高
率
に
達
し
、
如
何
に
対
泌
貿
易
上
我
神

戸
港
が
重
要
な
る
地
位
に
在
る
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
本
年
の
如
き
は
一
月
以
降
七
月
末
ま
で
に
既
に
愉
出
は

一
千
三
百
九
十
七
万
一
一
一
千
円
、
輸
入
は
一
千
三
百
七
十
七
万
円
に
達
し
て
居
り
、
新
満
州
問
の
創
設
に
よ
り
如
伺
に
日
満

貿
易
が
旺
嫌
に
な
っ
て
来
た
か
を
物
語
っ
て
隠
る
の
で
あ
る
。
尚
当
港
か
ら
満
州
へ
輸
出
す
る

る
も
の
は
小
麦
粉
、

柑
橘
類
、
砂
糖
、
清
酒
、
麦
酒
、
硬
化
油
、
綿
織
物
、
印
刷
用
紙
、
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
、
ゴ
ム
鞍
等
で
あ
り
、
輸
入
の

も
の
は
立
糟
、
大
一
位
、
小
一
豆
、
高
梁
、
製
油
原
料
、
石
山
氏
、
鉄
鉱
山
中
子
で
あ
る
。
右
は
海
路
に
よ
る
貿
日
初
で
あ
る
が
こ
の
他

に
陸
境
貿
易
即
ち
、
朝
鮮
経
山
の
日
満
貿
易
が
あ
る
。
新
義
州
に
於
け
る
本
年
上
半
期
輸
出
は
九
百
九
十
一
万
七
千
円
、

輸
入
一
千
七
百
六
十
六
万
七
千
円
で
あ
り
、
こ
の
数
字
は
内
地
朝
鮮
問
者
の
分
を
含
ん
で
居
る
訳
で
あ
る
が
、
闘
よ
り
そ

の
う
ち
幾
何
が
神
戸
に
関
係
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
神
戸
の
対
満
貿
易
関
係
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
見
逃
す
べ
か
ら

ざ
る
は
所
謂
満
州
特
産
で
あ
っ
て
、
実
に
我
神
戸
は
東
京
と
相
泥
ん
で
我
闘
に
於
け
る
立
糟
の
最
大
市
場
で
あ
り
、
そ
の

愉
入
年
額
五
百

本
年
に
入
つ
て
は
価
格
急
騰
の
た
め
数
笠
減

五
万
八
千
枚
、
金
額
五
百
九
十
二
万
八
千
円
に

迭
を
来
し
て
は
居
る
が
、

一
月
以
降
八
月
末
ま
で
に
現
に
三
百
七
十
万

千
枚
の
愉
入
を
見
て
居
る
。
叉
異
色
あ
る
は
我

神
戸
穀
把
取
引
所
を
中
心
と
し
て
行
へ
る
立
糟
売
買
高
は
昭
和
四
年
の
如
、
き
は
一
千
十
八
万
二
千
枚
の
多
き
に
上
り
、
そ

の
後
曲
一
一
か
衰
退
傾
向
に
あ
り
と
は
い
へ
、
今
日
に
於
て
も
尚
場
外
取
引
を
加
へ
て
八
百
万
枚
は
下
ら
ぬ
と
見
込
ま
れ
て
陪

る
有
様
で
あ
る
。
次
に
製
油
原
料
た
る
大
豆
及
食
料
た
る
小
一
旦
即
ち
豆
類
の
輸
入
も
亦
注
目
す
べ
き
も
の
で
昨
年
の
輸
入

額
二
千
円
で
あ
る
が
、
木
年
は
一
月
以
降
九
月
上
旬
迄
に
現
に
五
百
一
万
八
千
円
に
達
し
、
そ
の
大
部
分
は
満
州
産
で
あ
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っ
て
、
神
戸
穀
肥
取
引
所
が
満
州
赤
小
豆
を
上
場
物
件
と
せ
る
に
み
て
も
特
産
豆
糟
が
神
戸
に
と
り
重
要
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

W
M
将
来
の
問
題
と
し
て
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
は
満
州
米
で
あ
っ
て
、
本
年
の
米
作
は
例
外
的
凶

作
で
あ
っ
て
百
五
十
万
石
程
度
の
収
護
予
想
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
の
増
産
は
当
然
と
い
ふ
ベ
く
、
挙
て
大
正
十
四
年
神

は
全
日
州
各
地
に
率
先
し
て
満
州
米
を
輸
入
し
、
市
も
相
当
好
評
を
博
し
た
事
実
が
あ
る
の
だ
が
、
増
産
の
暁
は
こ
の
過

去
に
縁
故
あ
る
満
州
米
が
神
戸
港
頭
に
姿
を
見
せ
る
日
も
速
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
満
州
L

は
神
戸
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
海
外
市
場
で
あ
り
、
満
州
事
変
あ
る
い
は
「
満
州
問
闘
し
建
国
以
来
、

神
戸
財
界
の
「
満
州
」
・
蒙
古
市
場
へ
の
進
出
は
盛
ん
と
な
り
、
鉄
道
、
港
湾
、
運
輸
業
、
農
業
・
鉱
業
・
林
業
、

工
業
、
商
業
、

電
気
・
ガ
ス
、
銀
行
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
神
戸
資
本
の
投
資
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
神
戸
の
商
店
、
会
社
で

満
州
各
地
に
支
店
設
置
、
出
張
員
派
遣
を
な
し
叉
な
さ
ん
と
す
る
も
の
多
数
あ
る
L
q神
戸
』
昭
和
七
年
九
月
十
五
日
）
と
い
う
状

況
も
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

繁
易
構
造

の
特
徴

次
に
昭
和
五
年
以
降
の
神
戸
港
に
お
け
る
外
関
貿
易
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
昭
和
六
年
三
月

五
日
付
け
の
『
神
戸
新
開
』
は
「
最
近
の
重
要
荷
口
問
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

昭
和
五
年
に
お
け
る
神
戸
港
の
輸
出
額
は
五
億
二
千
三
百
十
七
万
二
千
円
で
全
国
輸
出
額
の
一
一
一
割
五
分
六
鹿
に
、
叉
そ

の
輸
入
額
は
五
億
六
千
三
百
六
十
閉
万
九
千
円
で
、
全
悶
輸
入
額
の
一
一
一
割
六
分
五
庫
に
相
当
し
て
ゐ
る
が
、
近
年
輸
出
入

商
品
の
中
重
要
な
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
た
の
は
左
の
各
種
で
あ
っ
た
。

輸
出
重
要
品

米
、
一
息
鎖
、
魚
介
昆
布
類
、
寒
天
、
砂
糖
、
除
虫
菊
、
生
糸
、
羽
二
重
、
富
士
絹
、
縮
細
、
其
の
他
の

絹
織
物
、
綿
織
糸
、
綾
木
綿
、
生
金
巾
及
生
シ
i
チ
ン
グ
、
其
の
他
の
綿
織
物
、
綿
メ
リ
ヤ
ス
製
品
、
制
相
周
真
由
、
燐
寸
、
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鑑
釦
類
、
磁
恭
陶
器
、
球
部
鉄
器
、
硝
子
製
品

輸
入
重
要
口
問

数
（
皮
）
、
砂
糖
、
皮
類
、
生
ゴ
ム
、

米
、
小
麦
、

コ
ー
ル
タ
ー
ル
染
料
、
綿
花
、
麻
類
、
羊
毛
、

硫
安
、
治
糟
、
製
紙
用
パ
ル
プ
、
塊
鉄
、
鉄
篠
竿
管
板
類
、
綿
織
物
、
弔
織
糸
、
毛
織
物
、
紙
類
、
機
械
類
、
木
材
類

こ
れ
等
が
軍
要
商
品
と
し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
た
の
は
近
く
数
年
に
一
日
一
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
去
る

月
初
め

か
ら
改
訂
さ
れ
て

輸
出
重
要
品
か
ら
米
、
豆
類
、
滋
部
鉄
器
の
三
が
除
か
れ
た
一
方
人
絹
織
物
、
帽
子
類
、
靴
類
、
紙
類
の
四
が
加
へ
ら

れ
（
輸
入
方
面
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
）
た
の
で
あ
る
が
、
我
が
邦
対
外
貿
易
の
大
勢
が
輸
出
に
お
い
て
製
品
の
増
加
な
来
す
と

経済の発展と間際海港都市事jl戸の形成

い
ふ
一
路
を
辿
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
最
も
悦
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
問
時
に
、
輪
入
港
を
以
て
目
さ
れ
て
ゐ
る
神
戸
港
に

お
い
て
も
そ
の
傾
向
を
示
し
つ
L
あ
る
こ
と
は
全
く
努
力
次
第
と
い
ふ
こ
と
を
如
実
に
証
明
し
て
ゐ
る
。

こ
こ
に
神
戸
港
に
お
け
る
重
要
輸
出
入
口
問
の
内
容
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
少
し
具
体
的
に
そ
の
動
向
に
つ
い
て
み

て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
輸
出
貿
易
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
神
戸
港
の
輸
出
貿
易
構
造
は
大
き

翰
出
貿
易

の
特
徴

く
変
化
を
み
せ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
輸
出
品
の
首
位
を
占
め
て
い
た
綿
織
糸
や
第
ニ
位
、
な
占
め
て
い
た

銅
塊
及
び
錠
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
半
製
品
が
急
速
に
減
少
し
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
綿
織
物
、
絹
織
物
及
び
メ
リ
ヤ
ス
製
肌
着
等
の

繊
維
完
成
品
が
急
激
に
増
加
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
十

の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
生
糸
の
輸
出
が
神
戸
港
で
も
行
わ
れ
る

人
HHF第

よ
う
に
な
る
と
、

位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
七
年

そ
の
取
扱
高
は
急
激
に
伸
び
、
昭
和
こ
年
に
は
輸
出
額
の
第

ま
で
第
一
位
生
糸
、
第
二
位
綿
織
物
、
第
三
位
絹
織
物
の
構
造
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
昭
和
八
年
以
降
は
綿
織
物
と
生
糸
の
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地
位
が
逆
転
し
、
昭
和
九
年
か
ら
十
二
年
ま
で
は
綿
織
物
、
生
糸
、
人
絹
織
物
、
絹
織
物
、

メ
ジ
ヤ
ス
の
順
位
が
変
わ
ら
な
か

っ
た
。
そ
し
て
昭
和
十
六
年
ま
で
綿
織
物
と
生
糸
が
第

位
、
第
二
位
を
占
め
、
昭
和
十
七
年
に
入
っ
て
初
め
て
機
械
類
が
第

一
位
と
な
り
、
昭
和
十
八
年
か
ら
十
九
年
に
は
、
機
械
類
、
綿
織
物
、
人
絹
織
物
が
一
位
か
ら
一
一
一
位
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
戸
港
の
輸
出
重
要
商
品
の
推
移
は
院
本
経
済
や
神
戸
経
済
の
産
業
構
造
の
変
化
を
如
実
に
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
昭
和
五
年
と
十
二
年
の
二
カ
年
に
つ
い
て
神
戸
潜
の
輸
出
構
造
に
つ
い
て
今
少
し
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
昭
和
五
年
の
輪
出
商
品
の
う
ち
生
糸
、
綿
織
物
、
絹
織
物
の

口
聞
が
輸
出
額
に
お
い
て
…
位
か
ら
三
伎
を

占
め
て
い
た
が
、
第
四
位
は
帆
布
製
ゴ
ム
底
靴
・
ゴ
ム
靴
・
靴
足
袋
等
の
履
物
類
で
、
第
瓦
位
は
メ
リ
ヤ
ス
製
肌
着
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
倒
別
商
品
と
し
て
は
輸
出
額
は
大
き
く
な
い
が
全
体
と
し
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
も
の
に
い
わ
ゆ
る
雑
貨
品

が
あ
る
。
な
か
で
も
一
一
五

O
万
円
以
上
の
輸
出
額
を
示
し
た
愉
出
雑
貨
と
し
て
紙
類
（
八
八
九
万
円
）
、
帽
子
（
八
二
二
万
円
）
、
タ

イ
ヤ
（
四
九
O
万
円
）
、
靴
下
（
間
四
九
万
円
）
、
部
釦
（
一
一
一
九
一
一
一
万
円
）
、
抗
日
パ
（
一
二
回
八
万
円
）
、
陶
磁
探
（
一
一
三
玉
万
円
）
、
マ
ッ
チ
（
二
九
五

万
円
）
、
硝
子
製
品
（
二
八
三
万
河
）
、
表
枠
点
出
（
一
一
七
二
万
円
）
、

タ
オ
ル
（
二
五
九
万
円
）
な
ど
多
彩
な
商
品
、
が
あ
っ
た
こ
と
も
神
戸

浴
の
輸
出
貿
易
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

他
方
、
昭
和
十
一
一
年
の
輸
出
貫
一
号
制
口
川
は
綿
織
物
、
生
糸
、
人
絹
織
物
、
絹
織
物
、

メ
リ
ヤ
ス
製
肌
着
の
ほ
か
、
毛
織
物
、

機
械
類
、
鉄
製
品
、
硝
子
製
品
、
缶
ピ
ン
詰
食
料
品
、
玩
具
、
精
糖
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
口
即
日
に
わ
た
っ
て
大
幅
に
増
加
を
み
た
。

な
か
で
も
注
罰
さ
れ
る
の
は
綿
織
物
の
著
し
い
明
加
と
鉄
製
品
、
機
械
類
な
ど
の
新
し
い
主
要
品
目
の
進
出
で
あ
っ
た
。
と
く

に
後
者
は
満
州
事
変
を
転
機
に
、

「
わ
が
悶
工
業
が
そ
れ
ま
で
の
軽
工
業
か
ら
主
化
学
工
業
に
転
向
し
た
こ
と
を
反
映
す
る
と

と
も
に
、
輸
出
貿
易
構
造
の
変
化
を
示
い
す
（
『
神
戸
税
関
百
年
史
』
）
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ほ
と
ん
ど
が
ア
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メ
リ
カ
に
愉
出
さ
れ
て
い
た
生
糸
の
伸
び
悩
み
と
先
に
み
た
雑
貨
品
の
愉
出
額
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
昭
和
五
年
と
十
一

の
輸
出
品
類
別
鯨
額
割
合
を
み
て
み
る
と
、
昭
和
五
年
は
全
製
品
が
輸
出
総
額
の
五
四
%
を
占

め
、
原
料
用
製
品
二
九
%
、
食
料
品
七
%
、
原
料
品
四
%
、
そ
の
他
六
%
の
構
成
で
あ
る
が
、
昭
和
十
二
年
に
は
全
製
品
六
六
%
、

原
料
用
製
品
二

O
M月
、
原
料
品
六
%
、
食
料
品
七
%
、
そ
の
他
三
%
と
な
り
、
全
製
品
の
比
重
が
高
ま
っ
て
い
る
。

総
入
四
民
自
明

の
特
徴

次
に
輸
入
貿
易
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
第
一
次
枇
界
大
戦
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
大
戦
ブ
i
ム
の
も
と
で
、

中
一
コ
主
〉
A
H
入
口
口
土
内
巾

E
、
下
毛
、

“ィ

74叫
r
d
ふ
出
廿
吋
ノ

n
L
6
0
J
一

司

ム
、
パ
ル
プ
等
の
原
料
品
や
機
械
頼
、
鉄
類
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
品
目

絞済の発11~ と国際海港者［j市神戸の形成

が
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
戦
後
の
不
況
に
よ
る
国
内
’
出
版
業
の
萎
際
沈
滞
の
結
果
、
原
料
品
関
係
は
急
減
し
た
。
そ
の
後
、
大
正

十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
横
浜
が
壊
滅
し
た
た
め
に
食
料
品
、
衣
類
な
ど
の
生
活
必
需
品
や
復
興
の
た
め
の
建
築
資
材
の
輸
入

が
神
一
戸
港
に
集
中
し
た
。

し
か
し
昭
和

の
金
融
恐
慌
以
降
、
主
要
愉
入
品
協
は
漸
減
傾
向
を
示
し
、
昭
和
五
年
の
昭
和
恐

慌
に
よ
っ
て
輸
入
額
は
激
減
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
昭
和
六
年
九
月
の
満
州
事
変
の
勃
発
に
よ

に
よ
っ
て
わ
が
担

の
産
業
界
は
活
況
を
取
り
…
民
し
、
神
戸
港
の
愉
入
額
も
綿
花
、
ネ
毛
、

ム
、
パ
ル
プ
、
麻
顔
、
燐
鉱
石
な
ど
の
工
業
原
材

料
や
機
械
煩
を
中
心
に
大
幅
な
増
加
を
み
た
。
そ
の
後
も
昭
和
十
一
一
年
の
日
中
全
面
戦
争
の
開
始
ま
で
神
戸
港
の
輸
入
は
綿
花
、

生
ゴ
ム
、
羊
毛
な
ど
が
明
大
を
続
け
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
輸
出
に
な
ら
っ
て
昭
和
五
年
と
十
二
年
の
両
年
の
輸
入
構
造
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
昭
和
五
年
の
輸
入
品

第一部

の
う
ち
背
位
は
綿
花
で
あ
り
、
全
体
の
則
一
一
%
を
占
め
て
圧
倒
的
な
地
位
に
あ
る
。
続
い
て
第
一
一
位
が
話
機
械
、

位
が
ネ

毛
、
第
四
位
が
毛
織
糸
、
第
五
位
が

ゴ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
綿
花
が
圧
倒
的
に
他
の
高
品
を
引
き
離
し
て
第
一
位
を
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占
め
る
輸
入
構
造
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
神
戸
港
輸
入
貿
易
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
翌

六
年
に
は
諸
機
械
と
羊
毛
の
位
授
が
入
れ
替
わ
り
、
昭
和
八
年
ま
で
は
綿
花
、
羊
毛
、
諸
機
械
の
位
置
は
変
わ
ら
な
い
。
昭
和

七
年
に
は
毛
織
糸
に
代
わ
っ
て
パ
ル
プ
が
第
閉
位
の
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
昭
和
十
二
年
ま
で
は
二
位
以
下

の
生
ゴ
ム
、
諸
機
械
、
世
十
毛
、
パ
ル
プ
の
断
位
が
激
し
く
入
れ
稼
わ
る
が
、
上
位
五
口
聞
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
。
昭
和
十
二
年

に
は
綿
花
が
五
億
一
二
七
O
万
円
（
全
体
の
四
六
%
）
、
パ
ル
プ
が
六
間
九
六
万
円
（
向
六
%
）
、
生
ゴ
ム
が
五
七
一
O
万
円
（
同
五
%
）
、

諸
機
械
が
四
五
四
七
万
円
（
間
四
%
）
、
羊
毛
が
間
一
一
O
七
万
円
（
間
四
%
）
で
、

綿
花
の
突
出
ぶ
り
が
自
立
つ
。
十
一
一
一
年
以
降
十

九
年
に
至
る
ま
で
の
輸
入
品
に
は
、
豆
類
、
一
辺
糟
、
鉄
、
鉱
石
、
鉱
油
、
米
、
籾
、
獣
皮
、
採
油
原
料
な
ど
が
顔
を
出
し
、
品
ヤ
ナ

毛
、
機
械
類
、
パ
ル
プ
な
ど
は
ベ
ス
ト
五
に
入
っ
て
こ
な
く
な
る
が
、
綿
花
と
生
ゴ
ム
は
一
貫
し
て
上
位
関
口
問
の
な
か
に
入
つ

て
い
る
（
但
し
、
昭
和
十
五
年
の
み
生
ゴ
ム
は
入
っ
て
い
な
い
）
。

こ
の
よ
う
に
神
戸
港
の
輸
入
品
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、
大
正
末
期
以
降
の
国
内
繊
維
産
業
、
と
り
わ
け
綿
工
業
の
発
展
と
、

大
正
中
期
以
降
の
神
戸
港
周
辺
に
お
け
る
ゴ
ム
工
業
の
急
激
な
発
展
が
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
輪
入
品
類
別
側
額
か
ら
神
戸
港
の
輸
入
貿
易
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
昭
和
五
年
は
原
料
品
が
全
体
の

六
一
%
を
占
め
て
お
り
、
以
下
、
原
料
用
製
品

五
%
、
全
製
品
一
五
%
、
食
料
品
九
%
、
そ
の
他

0
・
一
一
一
%
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
昭
和
十
二
年
は
原
料
品
六
六
%
、
原
料
用
製
品
一
一
O
%
、
全
製
品
九
%
、
食
料
品
問
%
、
そ
の
他

0
・
一
一
一
%
で
あ
り
、

ず
れ
も
原
料
品
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
て
い
る
が
、
十
ニ
年
は
原
料
品
摘
、
全
製
品
減
を
示
し
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
昭
和
五
年
以
降
戦
前
昭
和
則
に
お
け
る
神
戸
港
の
貿
易
階
造
の
特
徴
は
ま
ず
、
輸
出
に
つ
い
て
は

判
輸
出
品
の
中
核
が
綿
織
物
や
綿
織
物
な
ど
の
繊
維
製
品
で
あ
っ
た
こ
と
、

ω多
彩
な
雑
貨
口
問
が
大
き
な
比
重
な
占
め
て
い
た
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こ
と
、

の
二
点
に
条
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
輸
入
に
つ
い
て
は

ω綿
花
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
同

綿
花
を
は
じ
め
羊
毛
、
生
ゴ
ム
、
パ
ル
プ
な
ど
の
原
料
品
の
比
重
が
か
阿
く
、
わ
が
開
の
軽
工
業
、
化
学
工
業
の
原
料
輸
入
港
と

し
て
の
地
伎
の
高
ま
り
が
反
映
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

額
際
都
市

化
の
進
展

神
戸
港
に
お
け
る
外
隈
貿
易
の
発
展
は
ま
た
、
神
戸
市
の
間
際
的
な
海
港
都
市
と
し
て
の
発
展
を
も
意
味
し
た
。

神
戸
市
に
つ
い
て
つ
港
湾
都
市
神
戸
ヘ
「
海
港
都
市
ヘ
「
悶
際
的
措
都
ヘ
「
港
部
神
戸
ヘ
「
国
捺
貿
易
港
」
と

い
っ
た
形
容
が
盛
ん
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
昭
和
恐
探
以
蜂
の
神
戸
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
守
神
戸
港
大
観
』

経済の発渓と閤｜燦海港都市神戸の形成

（
昭
和
十
年
刊
）
は
、
昭
和
八
年
段
階
の
神
戸
港
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ず

い

ら

ん

ほ

う

は

い

閣
際
的
器
部
と
し
て
の
わ
が
神
戸
市
は
、
市
背
に
摩
耶
六
甲
の
翠
轡
（
虫
円
々
と
し
た
山
の
中
腹
）
あ
り
、
前
田
に
は
彰
砕
た

る
茅
海
を
控
へ
、
近
く
は
千
鳥
時
く
淡
路
島
、
遠
く
は
紀
南
の
連
山
を
指
呼
の
中
に
眺
め
観
光
地
と
し
て
絶
好
の
景
勝
を

備
へ
た
り
。
叉
此
地
古
く
よ
り
務
古
の
水
門
と
し
て
知
ら
れ
常
に
百
船
幅
穣
海
陸
連
絡
む
要
衡
を
占
め
た
る
も
の
は
実
に

そ
の
天
窓
的
良
港
湾
な
擁
し
た
る
が
た
め
に
し
て
、
近
時
内
外
貿
易
の
伸
長
に
伴
ひ
鋭
意
港
湾
諸
姉
設
の
充
実
を
計
り
た

る
結
果
、
此
処
に
近
代
的
に
し
て
世
界
に
誇
り
得
る
港
湾
を
現
出
せ
り
。

ま
た
、
神
戸
商
工
会
議
所
が
編
纂
し
た
『
神
戸
商
工
情
勢
』
（
昭
和
十
年
）
も
神
戸
港
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

長
文
で
は
あ
る
が
神
戸
港
の
状
況
と
そ
の
夜
間
す
る
課
題
に
つ
い
て
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
し
て
お
こ
う
。

我
が
神
戸
港
は
貿
易
港
と
し
て
対
外
貿
易
額
に
於
て
は
ふ
ー
や
名
実
共
に
亜
細
亜
の
第

位
を
占
め
、
且
我
国
国
交
の
大

第一節

玄
関
で
あ
る
。
然
し
て
当
滋
の
発
連
事
情
は
宛
ら
過
去
半
世
紀
に
豆
り
欧
米
文
化
の
影
響
を
受
け
、
異
常
の
発
達
を
来
せ

る
我
日
本
の
縮
図
で
あ
る
。
（
略
二
一
一
口
ふ
迄
も
な
く
我
が
神
戸
港
は

の
良
港
で
あ
る
、
地
は
摂
津
の
南
端
に
位
し
、
北
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に
六
甲
、
摩
耶
の
諮
昨
今
｝
背
負
ひ
、
市
は
神
戸
、
兵
庫
の
商
港
を
抱
き
て
紀

淡
海
峡
を
明
み
、
四
は
白
砂
青
松
の
舞
子
、
明
石
を
控
へ
、
東
は
間
宮
、
尼

崎
を
隔
て
L
大
阪
と
対
立
し
て
束
時
一
一
一
思
余
、
南
北
二
思
二
十
八
町
広
表
実

J.C 
)J¥ 

に
間
平
方
虫
、
此
処
に
抑
擁
す
る
人
口
八
十
三
万
、
之
が
即
ち
現
況
で
あ
る
。

j長L

（
附
吋
）
慈
し
天
与
の
良
港
に
出
家
的
施
設
宜
し
き
ゃ
｝
得
た
る
こ
と
は
洲
一
般
向
ポ
前

市b

の
風
水
容
に

の
被
害
比
較
的
経
俄
で
あ
っ
た
こ
と
に
依
っ
て
も
実
証
せ
ら

LL¥ 

れ
る
所
で
あ
る
が
、
元
米
地
形
上
産
業
地
域
が
狭
酷
で
あ
る
為
工
業
地
裕
将

写J＇~ 58 

米
の
経
営
を
如
何
に
す
べ
き
や
の
問
題
は
多
年
当
所
に
於
て
も
攻
究
し
、
港

湾
諸
施
設
と
荷
役
作
業
の
合
刻
化
問
題
と
共
に
権
威
あ
る
調
査
機
関
の
設
置

を
捉
明
せ
る
所
で
あ
っ
た
が
漸
く
昭
和
八
年
七
月
神
戸
港
振
興
調
夜
会
の
設

．L
ノ
ム
ヨ
己
、

J
j
f
ι
1
1ノ

関
米
官
民
協
力
の
下
に
完
成
加
に
あ
る
外
間
貿
易
地
市
或
は
兵
庫

内
人
堤
放
に
中
突
堤
等

の
促
進
を
計
り
、

一
郎
港
内
荷
役
作
業
の
合
理
化

を
図
る
と
共
に
他
聞
本
地
内
海
一
山
則
立
に
依
り
大
工
業
地
帯
の
顕
現
に
努
め
、
既
に
神
戸
港
東
部
市
営
内
閣
貿
易
地
帯
即

立
工
心
案
を
可
決
し
近
く
具
体
化
せ
ら
れ
ん
と
し
て
賠
る
。
一
史
に
叉
阪
神
防
波
堤
防
附
築
に
依
っ
て
沿
岸
地
帯
の
工
業
化
と

こ
う
し
て
神
戸
港
は
、

同
時
に
阪
神
間
連
絡
を
一
層
円
滑
に
す
る
と
共
に
背
後
地
帯
の
産
業
開
発
に
努
力
を
払
ひ
っ
L

あ
る
の
が
現
況
で
あ
る
。

「
地
理
的
乃
一
会
経
済
的
に
港
湾
都
市
と
し
て
且
貿
易
都
市
と
し
て
の
特
性
を
有
し
、
圏
内
的
に
は
国

港
と
さ
だ
め
ら
れ
国
総
的
に
は
束
、
洋
の
関
門
港
と
称
せ
ら
れ
」
（
『
神
戸
港
振
興
基
調
』
）
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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港
湾
の
護
備

こ
の
よ
う
に
国
際
的
港
都
と
し
て
発
展
し
て
き
た
神
戸
市
に
と
っ
て
な
に
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
貿
易
の
仲

長
に
対
応
す
る
港
湾
の
整
備
で
あ
っ
た
。
こ
の
’
H

ぶ
は
ず
で
に
日
露
戦
争
直
後
か
ら
開
始
さ
れ
た
神
戸
港
修
築

の
第
一
期
工
事
（
明
治
三
十
九
年
J
大
正
十

年
）
と
そ
れ
に
続
く
第
二
期

（
大
正
八
年
i
m和
十
二
年
）
を
通
じ
て
、
本
港
修

築
工
事
（
埋
立
工
事
）
と
綾
上
設
備
工
事
が
辺
l

行
的
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
第
二
期
工
事
に
つ
い
て
は
一
九
二

0
年
代
の

経
済
不
況
と
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
た
内
閣
の
交
替
に
よ
っ
て
遅
延
に
遅
延
を
重
ね
た
。
「
神
戸
港
修
築
工
事
繰
延
べ
阻
止
連
動
」

は
大
正
米
か
ら
昭
和
初
期
の
神
戸
市
に
と
っ
て
は
党
派
な
超
え
た
、
官
民
一
致
で
取
り
組
ま
れ
た

大
政
治
運
動
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
神
戸
港
に
お
け
る
内
外
貿
易
の
発
展
と
満
州
川
事
変
以
降
急
激
に
貿
易
商
を
伸
ば
し
て
き
た
大
阪

経済の発渓と間際海港都市神戸の形成

港
と
の
対
抗
関
係
が
あ
っ
た
。
と
く
に
大
阪
港
の
取
扱
高
の
伸
長
に
よ
る
神
戸
の
危
機
感
は
外
悶
貿
易
を
巡
っ
て
の
問
題
だ
け

で
は
な
く
、
閣
内
取
引
を
巡
る
問
題
か
ら
も
生
じ
て
い
た
。
昭
和
八
年
一
月
十
凶
日
付
け
の
守
神
戸
又
新
日
報
』
は
「
起
て
よ

市
民

神
戸
港
の
危
機
迫
る
」
と
題
し
て
、
高
知
の
野
菜
が
神
戸
港
、
な
素
通
り
し
て
大
阪
港
に
入
荷
す
る
こ
と
を
怯
え
、
そ
の

結
果
、
神
戸
港
は
衰
退
の
危
機
に
夜
加
し
て
い
る
と
次
の
よ
う
に
訴
え

外
悶
、
近
海
と
も
に
大
薮
入
港
が
多
く
な
っ
て
神
戸
港
衰
微
回
復
が
重
大
な
怒
案
と
な
っ
て
ゐ
る
折
柄
、
内
地
産
の
日
常

食
料
品
が
す
べ
て
大
阪
に
荷
揚
げ
さ
れ
そ
れ
か
ら
神
戸
に
汽
本
使
ま
た
は
ハ
シ
ケ
で
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
さ
う
な
機
運

に
立
至
っ
て
ゐ
る
、
そ
の
最
初
の
現
れ
と
し
て
最
近
高
知
県
で
は
野
菜
類
の
出
荷
統
制
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
間
際
出
し

の
野
菜
は
二
世
間
同
知
市
に
集
め
ら
れ
た
上
、
汽
船
に
よ
っ
て
大
阪
天
保
山
に
陵
揚
げ
、
そ
こ
か
ら
京
甑
神
一
一
一
部
に
運
ぶ
と

第一節

い
ふ
方
法
を
と
る
こ
と
に
内
定
し
た
、
こ
の
出
荷
統
制
案
そ
の
他
の
要
件
を
帯
び
て
坂
開
高
知
県
知
事
は
出
京
中
で
あ
る

が
、
両
三
日
中
に
帰
任
の
上
、
こ
の
出
荷
統
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
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こ
の
よ
う
な
貿
易
港
と
し
て
の
大
阪
港
の
台
頭
は
神
戸
港
の
存
在
意
義
を
狭
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
掠
興
は
酪
際
貿
易
地

神
戸
に
と
っ
て
緊
急
を
要
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
す
で
に
昭
和
四
年
六
月
に
は
神
戸
商
工
会
議

所
に
港
湾
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
昭
和
八
年
七
月
に
は
神
戸
市
会
と
商
工
会
議
所
の
協
議
に
よ
っ
て
神
戸
振
興
調

査
会
の
設
立
を
み
た
の
で
あ
っ
た
。

市
出
い
什
4

、

rφtp
一
ノ

『
神
戸
新
聞
』
や
『
神
戸
又
新
日
綴
』
を
中
心
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
も
国
際
都
市
神
戸
の
課
題
に
つ
い
て
盛
ん
に
取
り

上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

『
神
戸
』
（
昭
和
六
年
一
月
一
日
）
は
「
海
港
都
市
日
神
戸
の
経
済
機
能
振
興
策
は
（
上
）
」
と

い
う
本
社
経
済
部
何
人
の
記
事
を
婦
げ
、
港
湾
行
政
の
統
一
、
港
湾
施
設
の
改
善
・
新
設
な
ど
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

「
東
洋

に
於
け
る
大
貿
易
港
と
し
て
英
国
の
東
洋
拠
点
と
さ
れ
て
ゐ
る
L

寄
港
と
比
較
し
な
が
ら
主
張
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、

し
tま

し
ば
神
戸
港
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
関
紙
は
昭
和
八
年
一
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
一
一
九
回
に
わ
た
っ
て

「
神
戸
港
は
此
憾
で
よ
い
の
か

徹
底
的
振
興
策
を
求
め
て
」
と
閑
却
す
る
各
界
の
代
表
者
の
座
談
会
記
事
を
連
載
し
、
神
戸
港

問
題
に
つ
い
て
拍
板
的
な
提
一
一
一
悶
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
国
際
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
年
一
月

日
付
け
の
『
神
戸
』
が
「
国
際
大
都
市
建
設
の
た
め
在
鴎
外
人
か

ら
神
戸
へ
進
一
一
一
一
ど
と
し
て
、

「
川
大
神
戸
建
設
計
画
上
更
に
『
加
へ
た
い
』
と
貴
下
の
考
へ
ら
れ
る
企
画
と
設
備

ω在
留
外
人
と
し
て
の
見
地
か
ら
外
客
誘
致
策
の
よ
に
如
何
な
る
施
設
な
新
神
戸
に
希
望
す
る
か

肋
神
戸
に
住
む
外
国
人
と
し
て
味
っ
た
愉
快
だ
っ
た
こ
と
：
：
：
不
快
だ
っ
た
こ
と
し

の
一
一
一
間
に
つ
い
て
在
留
外
国
人
か
ら
窓
見
を
聴
取
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
外
人
商
業
会
議
所
会
頭
、

フ
ラ
ン
ス
領
事
、
ド
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イ
ツ
総
領
事
代
理
、
東
神
倉
庫
社
員
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
領
事
、
オ
ラ
ン
ダ
領
事
ら
が
意
見
を
寄
せ
て
い
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
領
事
、

そ
れ
ら
の
若
干
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
外
人
商
業
会
議
所
会
頭
ゼ

l
ム
ス
は

ωに
対
し
て
、
歩
行
者
の
た
め
に
完
全
な
る
広
軌
街
道
の
設
置
、
電
車
停
留
所

待
合
台
の
中
央
か
ら
の
移
転
、
主
要
街
路
に
商
す
る
見
苦
し
く
荒
廃
し
た
住
宅
並
び
に
商
店
の
改
修
、
神
戸
背
山
に
動
物
園
の

ま
た
、

ωに
つ
い
て
は
観
光
地
滑
へ
の
そ
；

設
置
と
遊
闘
地
の
設
備
の
充
実
及
び
大
室
内
プ
i
ル
の
設
置
を
提
言
し
て
い
る
。

タ
i
道
と
夜
間
照
明
施
設
の
設
置
を
、
切
に
つ
い
て
は
、
愉
快
な
こ
と
と
し
て
自
然
の
読
ん
し
さ
と
臼
本
人
の
親
切
さ
を
、
不
愉

快
な
こ
と
と
し
て
疾
査
の
誌
が
開
け
放
た
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
公
衆
衛
生
上
伝
播
の
危
険
性
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、

経済の発渓と国際海港都市神戸の形成

フ
ラ
ン
ス
領
事
オ
l
シ
ェ
コ
ル
ヌ
は
、
労
働
者
や
そ
の
家
族
の
た
め
に
小
遊
間
地
を
市
内
ス
ラ
ム
に
数
筒
所
設
置
す
る
こ
と
、

青
年
子
女
の
た
め
に
、

一
般
器
具
を
網
羅
し
た
運
動
場
の
設
置
、
背
山
を
開
拓
し
て
散
歩
道
や
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
、
簡
易
な
ホ
テ
ル
の
建
設
、
資
楽
堂
や
市
立
公
会
堂
の
建
設
な
ど
な
提
言
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
領
事
ガ
ン
ス

モ
ー
は
仰
に
対
し
て
、
大
神
戸
形
成
上
、
衛
生
的
諸
要
索
、
交
通
危
険
の
安
全
化
、
市
街
路
の
切
る
さ
、
そ
の
他
「
市
民
に
コ

ン
フ
ァ
タ
ブ
ル
（
慰
安
）
を
与
へ
る
あ
ら
ゆ
る
施
設
」
の
合
恕
的
実
現
、
仰
に
つ
い
て
は
、

日
本
的
な
ム
i
ド
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
集
成
化
す
る
た
め
の
博
物
館
、
美
術
鮪
の
必
要
と
劇
場
内
に
も
日
本
的
建
築
設
〈
安
保
つ
こ
と
、
仰
に
つ
い
て
は
、

「

近

代
的
に
行
き
開
い
た
設
備
を
持
つ
だ
け
に
大
し
て
不
愉
快
を
設
備
上
受
け
な
い
」
、

愉
快
だ
っ
た
こ
と
は
日
本
人
の
親
切
な
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。

第一節

こ
れ
ら
の
在
留
外
国
人
の

に
は
能
ら
が
国
際
海
港
都
市
神
戸
を
ど
う
見
て
い
た
か
が
示
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
も
の

が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
夜
留
外
国
人
の
意
見
聴
取
の
試
み
も
神
戸
の
悶
際
貿
易
都
市
と
し
て
の
発
展
へ
の
僕
索
の
一
つ
と
し
て
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花
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
神
戸
市
の
国
際
貿
易
都
市
と
し
て
の
発
展
に
伴
う
神
戸
市
の
対
応
と
し
て
昭
和
初
年
以
降
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
た
。
道
路
・
溝
渠
の
整
備
、
街
路
改
良
事
菜
、
背
山
の
開
発
、
公
倒
・
遊
間
地
の
整
備
、
下
水
道
・
上

水
道
の
鉱
充
整
備
、
市
庁
舎
・
公
会
堂
の
新
築
問
題
、
電
気
・
交
通
事
業
の
拡
充
、
外
人
墓
地
の
移
転
問
題
、
須
磨
悶
際
海
水

浴
場
設
限
問
題
等
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
昭
和
六
年
七
月
の
市
会
に
上
程
さ

れ
た
「
臨
時
観
光
施
設
調
査
委
員
焼
程
制
定
ノ
件
L

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
次
の
つ
迎
山
L

の
な
か
か
ら
も
端
的
に
看
取
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

神
戸
市
ハ
貿
易
港
ト
シ
テ
外
来
客
ノ
第
一
歩
ヲ
印
ス
ル
ノ
地
ニ
シ
テ
、
市
内
及
ビ
附
近
一
一
ハ
観
光
ノ
勝
地
砂
カ
一
ブ
ズ
、

此
勝
地
ニ
拠
リ
内
外
容
誘
致
ノ
施
設
調
査
ヲ
為
ス
ハ
刻
下
ノ
急
務
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

ハ
木
市
繁
栄
一
一
資
ス
ル
所
砂

カ
ラ
ザ
ル
ニ
山
ル
（
『
神
戸
市
会
会
議
録
』
）

も
っ
と
も
こ
れ
ら
の
諸
縮
策
の
多
く
は
、
当
該
期
の
神
戸
市
の
財
政
難
や
統
制
経
済
の
強
化
の
な
か
で
実
現
を
み
る
に
宝
ら

ず
、
戦
後
に
持
ち
脇
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

在
留
外
国

人
の
動
向

さ
て
、
国
探
都
市
化
は
な
に
よ
り
も
在
間
外
悶
人
数
や
外
国
旅
客
員
の
到
来
数
に
端
的
に
一
一
小
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
最
後
に
こ
の
点
に
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
表
出
は
昭
和
五
年
か
ら
七
年
お
よ
び
十

四
年

に
お
け
る
神
戸
市
の
在
留
外
国
人
の
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
炎
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
在
閣
外
国
人
の
留
籍
は

多
様
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
が
悶
際
的
な
海
港
都
市
神
戸
の
姿
を
如
実
に
一
部
し
て
い
る
。
夜
間
外
国
人
の
な
か
で
最
大
の
勢

カ
は
中
国
（
中
華
民
間
）
人
で
あ
り
、
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
。
そ
し
て
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
人
、
ア
メ
リ
カ
（
ア
メ
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第一節経済の発炭とl司祭海港都市神戸の形成

表 185 神戸市在留外箇人

＼＼＼＼  年次 I 昭和5 I 昭和6 i 昭和13 I I附 14

問符＇， ~1 同人口 I t!Hll' I人口； 批判人口；！吋人口

ソビエト 141 412 68i 213 156 401 106j 317 

イギリス 255 513 23U 511 2031 501 3521 890 252 433 

北米合衆悶 124! 2301 1231 2531 99 290 1591 3881 105 169 

フランス； 36 72 31 63 27 521 吋 1211 53 101 
ドイツ 1181 259 122 297 102 2471 2531 560 2101 429 

イタリプ sl 23 151 減川ぬ 18！判 19 37 

スイス 491 97 4 l!OI 431 96 621 1241 39 75 

デンマーク 51 11 i 17 3/ 7 12 34 17 

ベノレギ 1 I 2 11 31 11 i 3 8! 9 

スウェーデン 14 38 31 11! 27 

ノノレウェー 2 4 41 4 7 7 

スペイ γ 71 26 16 5 19 19 

ポルトガノレ 271 108 2 109 23[ 87, 1 128 

Z ジプト； 3 7 81 41 叫 24 

ギリシャ！ 1 4 - - 1 41 6 

長川I 9 241 6 14；号 23' 301 2 

オーストリア 2i 3 62 凶2 3 41 341 8 

カナダ； 231 42 24 50 24 47 93 50 

その他｜叫.：：1 " .:], ,j吋！（ 234¥ 2 

合 計 ：同え吋刊2！ドけ’J守山，バ川川4仰仰7灼州9
(I!) ソピエ Tには！日ロシア人を含む。

資料： r神戸市統計蛍a昭和8年， 18年

723 際交語M¥V 近代・現代



リ
カ
ム
口
楽
観
）
人
、
ド
イ
ツ
人
、
イ
ン
ド
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
な
ど
が
こ
れ
に
続
い
て
多
い
。

明
和
五
年
に
比
べ
る
と
昭
和
七
年
の
中
悶
人
の
在
留
者
が
半
減
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
悶
は
昭
和
六
年
九
月
に
勃
発
し
た
満

州
事
変
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
事
変
の
発
生
に
よ
っ
て
「
目
撃
の
風
雲
急
を
告
ぐ
る
や
在
関
民
菌
人
は
純
度
の
不
安
と
焦
燥

に
駆
ら
れ
帰
関
す
る
も
の
相
臨
L

い
だ
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
帰
国
者
の
大
部
分
は
「
中
流
以
下
の
労
働
者
、
店
員
及
び
其

の
家
族
で
婦
人
子
供
が
過
半
た
占
め
、
在
留
民
間
貿
易
商
の
大
部
分
は
山
内
ほ
残
関
し
て
形
勢
の
推
移
を
静
観
し
て
賠
L

た。

か
し
、
満
州
事
変
を
動
悶
と
し
て
激
し
く
な
っ
た
日
貨
排
斥
運
動
は
、
昭
和
七
年
一
月
の
上
海
事
件
に
よ
っ
て
「
愈
々
織
烈
旦

つ
級
端
と
な
り
、
其
の
波
及
す
る
と
こ
ろ
民
国
の
全
領
土
は
勿
論
の
こ
と
遂
に
は
南
洋
平
併
に
亘
る
華
僑
に
ま
で
及
び
、
対
民

悶
及
び
南
洋
と
の
商
取
引
は
全
く
途
絶
せ
る
為
め
、
在
留
禁
商
の
休
業
閉
店
す
る
も
の
族
出
し
約
百
軒
の
民
間
商
館
は
殆
ど
全

く
総
倒
れ
の
状
態
で
、
目
下
営
業
を
継
続
せ
る
も
の
は
僅
か
に
一
一
、
一
一
一
店
に
過
ぎ
ず
其
の
他
の
残
り
の
簡
は
残
務
整
理
の
為
め

数
店
が
合
し
て
一
事
務
所
を
共
有
し
て
い
る
現
状
L

（
『
神
戸
夜
繍
撃
商
及
其
の
取
引
事
情
』
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
八
年
に
な
っ
て
上
海
事
件
も
一
段
落
す
る
と
、
商
錦
町
民
を
先
一
政
に
中
間
人
の
復
帰
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
同
年
末
に
は
一
一
一
八
問
七
人
に
増
え
て
い
る
。
昭
和
八
年
末
の
そ
の
他
の
在
烈
外
国
人
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
五

O
四
人
、

ア
メ
リ
カ
人
一
三
九
人
、
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
人
二
五
六
人
、
ド
イ
ツ
人
二
問
九
人
、
イ
ン
ド
人
二
三

人
、
ス
イ
ス
人
八
七
人
、

日
h

レ
下

5
レ
ー
＼

K
M’＼、

｛

v
h

ノ
1
1
日
ノ
ノ

i
ノ
一
，
ノ
ロ
ト
ノ

フ
ラ
ン
ス
人
六
八
人
、

カ
ナ
ダ
人
六
一
人
、
そ
の
他
二
一
一
一

O
人
で
、
全
体
で
五
九
一
一
一
六
人
と
な
っ
て

い
る
（
『
神
戸
港
大
制
限
L

昭
和
十
年
刊
）
。

そ
の
後
、
昭
和
十
三
位
ー
に
は
在
留
外
国
人
は
七
四
八
一
一
一
人
に
迷
し
て
い
る
。
十
五
年
以
降
の
資
料
を
か
〈
く
の
で
断
言
は
で
き

な
い
が
、
中
悶
人
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
国
の
在
留
外
閑
人
は
十
四
年
に
は
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
戦
前
昭
和
期
の

724 
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神
戸
在
留
外
国
人
の
ピ
i
ク
は
昭
和
十
三
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
怒
わ
れ
る
。
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
十
閉
年
に

お
け
る
減
少
が
顕
著
で
あ
り
、
当
時
の
わ
が
問
と
英
米
両
国
と
の
関
係
の
悪
化
を
如
実
に
一
部
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
十
一
一
一
年
に

比
べ
て
十
間
年
に
唯
一
大
相
に
哨
加
し
て
い
る
の
は
中
鴎
人
で
あ
り
、
神
戸
市
に
お
け
る
華
僑
社
会
の
強
聞
な
存
在
を
示
し
て

い
る
（
『
神
戸
市
統
計
書
』
昭
和
十
人
年
）
。

ま
た
、
当
時
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
初
鮮
と
台
湾
か
ら
の
在
留
者
は
、
昭
和
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
朝
鮮
人
一
万

九
一
二
人
、
台
湾
人
三
七
八
人
で
あ
り
、
前
者
は
林
白
区
、
一
八
A
A
A

口
一
弘
、
灘
区
、
羽
磨
一
弘
を
中
心
に
蔚
住
し
て
お
り
、
後
者
は
神

戸
底
と
葺
合
区
に
築
住
し
て
い
た
（
『
神
戸
市
統
計
殺
と
昭
和
十
年
）
。

経済の発民とrn吉際海港者Iii行事jl戸の形成・

さ
ら
に
、

（
昭
和
十
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
八
年
の
神
戸
港
上
控
外
出
旅
客
員
数
は
一
万
二
六
七
九
人
で

『
神
戸
港
大
観
』

あ
り
、
前
年
よ
り
一
一
一
一

O
四
人
増
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
国
籍
別
に
み
る
と
、
中
間
人
五
四
一
一
一
六
人
、

ア
メ
リ
カ
人
二
三
九
十
九
人
、

イ
ギ
リ
ス
人
一

ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア

一T
L
r＼
、

ふ
，
ノ

d
ノ

フ
ラ
ン
ス
人
二
九
九
人
、
イ
ン
ド
人

二
人
、
ド
イ
ツ
人
間
六
一
一
人
、

二
九
一
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
二
七
三
人
、

「
満
州
国
」
人
一
一
一
一
一

O
人
、
カ
ナ
ダ
人
一
五
一
人
、

ブ
ィ
ヲ
ピ
ン
人
一
四
四
人
、

ス
イ

ス
人
八
五
人
、
そ
の
他
五
六
三
人
（
ヨ
i
ロ
ッ
パ
人
四
六
五
人
、
南
ア
メ
リ
カ
人
五
回
人
、
ア
ジ
ア
人
間
四
人
）
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
当
該
期
の
神
戸
市
に
お
い
て
は
、
多
様
な
国
籍
の
人
々
、
が
居
住
、
あ
る
い
は
往
来
し
、
人
的
な
側
部
に
お
い
て
も

神
戸
市
は
調
路
海
港
都
市
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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